
市民のみなさまに親しまれ、身近に感じていただけるよう、
年5回（1月、5月、7月、10月、12月）発行する
高砂市議会だよりの表紙写真を募集します。
応募方法など詳しくは、高砂市議会のホームページをご覧ください。
右のQRコードを読み込むことでご覧いただけます。
問い合わせ先：議会事務局 443-9061

ぜひ、ご応募ください！

「高砂市議会だより」の表紙写真を募集します

編集●市議会だより編集委員会

高砂市高砂市 TAKASAGOTAKASAGO
2023

第 222号 2023 年（令和 5年）6月 https://www.city.takasago.lg.jp/

3月
定例会号議会だより議会だより 議会報告会を行いました

令和５年１月２９日に各常任委員会の活動状況について議会報告会を行いました。テーマは次のとおりです。
●総務常任委員会「公共施設等総合管理計画について」
●文教厚生常任委員会「公共施設等総合管理計画の中からスポーツ施設等について」
●建設環境経済常任委員会
  「脱炭素社会に向けた取組み及び水道事業の安定経営に向けた取組みについて」
動画共有サイト「YouTube」を利用して議会報告会を配信しています。
ぜひご覧ください。

詳しい日程は後日、高砂市議会ホームページにてお知らせいたします。

6月19日（月）開会予定です6月定例会は

本会議・委員会はどなたでも傍聴できます｡

日程その他詳しいことは

議会事務局 （Tel 443-9061）までお問合せください。

議会報告会TopicsTopics

３月定例会の日程 2月22日～3月27日（34日間）
2月22日

24・27日
　    28日
3月  1日
　　 2日
　　 3日
　　 6日

7～10日
13・14日
15・16日
17・20日
22～24日
27日

開会、
市長の施政方針並びに提案理由の説明
質疑（補正関係分）
委員会審査（補正関係分）
委員会審査（補正関係分）
委員長報告、討論採決（補正関係分）
諸報告（中期財政計画、定員適正化計画）
代表質問

鹿嶋神社／時本圭子氏撮影

質疑（当初関係分）
質疑（当初関係分）
一般質問
委員会審査（当初関係分）
委員会審査（当初関係分）
委員長報告、討論採決（当初関係分）、
質疑、討論採決（追加提案）、
閉会

令和5年度当初予算を可決！

募集中募集中
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議案概要

●市道路線の認定について

●市道路線の変更について

●姫路市道認定に関し承諾することについて

可決した事件議案

●高砂市庁舎建設基金条例を廃止する条例を定めることについて

●高砂市市営住宅条例の一部を改正する条例を定めることについて

●高砂市民病院将来構想検討委員会条例を定めることについて

●高砂市職員の定年等に関する条例の一部を改正する条例を
   定めることについて

●高砂市見守りカメラの設置及び運用に関する条例を定めることに
   ついて

●高砂市医療費助成条例の一部を改正する条例を定めることに
   ついて

●高砂市国民健康保険条例の一部を改正する条例を定めることに
   ついて

●高砂市保育所条例等の一部を改正する条例を定めることについて

●高砂市特別会計条例の一部を改正する条例を定めることについて

●高砂市手数料条例の一部を改正する条例を定めることについて

●高砂市建築手数料条例の一部を改正する条例を定めることに
   ついて

●高砂市水道事業給水条例及び高砂市水道を加古川市米田町
   地域へ市外給水をすることに関する条例の一部を改正する条例
   を定めることについて

●高砂市消防団員の定員、任用、給与及び服務等に関する条例の
   一部を改正する条例を定めることについて

●高砂市議会個人情報の保護に関する条例を定めることについて

可決した条例議案

●第８回令和４年度高砂市一般会計

●第３回令和４年度高砂市国民健康保険事業特別会計

●第３回令和４年度高砂市後期高齢者医療事業特別会計

●第３回令和４年度高砂市介護保険事業特別会計

●第４回令和４年度高砂市広域ごみ処理事業特別会計

●第４回令和４年度高砂市水道事業会計

●第３回令和４年度高砂市下水道事業会計

●第３回令和４年度高砂市病院事業会計

可決した補正予算（４年度）

●令和５年度高砂市一般会計

●令和５年度高砂市国民健康保険事業特別会計

●令和５年度高砂市後期高齢者医療事業特別会計

●令和５年度高砂市介護保険事業特別会計

●令和５年度高砂市水道事業会計

●令和５年度高砂市工業用水道事業会計

●令和５年度高砂市下水道事業会計

●令和５年度高砂市病院事業会計

可決した予算（５年度）

【採択】
●消費者被害を防止、救済するため特定商取引法の抜本的法改正を求める陳情書
●外国にルーツのある児童生徒の日本語学習支援について予算化を求める陳情書

【趣旨採択】
●庁舎内における職員への政党機関紙の勧誘・配達・集金を自粛するよう求める陳情

【不採択】
●小・中学校の全児童・生徒の給食費を無償化することを求める陳情書
●高砂市民病院を市直営の総合病院として存続させ、地域医療を守る役割を果たすことを求める陳情書
●沖縄を「捨て石」にしない安全保障政策を求める意見書の提出を求める陳情
●高砂市民病院を公立の総合病院として、存続と充実を求める陳情書
●はりきゅうマッサージ指定施術所利用券の縮小廃止方針の撤廃を求める陳情

【継続審議】
●日本全体で解決すべき問題として、普天間基地周辺の子どもたちを取り巻く空・水・土の安全の保障を求める陳情
●加齢性難聴者の補聴器購入に対する公的補助を求める陳情
●「高砂市野球場スコアボードの電光掲示板への改修」に関する陳情書

陳　情

紙面の都合上、賛否の分かれた議案等を掲載しています。

議案等の表決結果を公表します 賛成…○　反対…×

注2：表決の際、退場しました。注1：議長は表決に加わりません。

（陳情）※継続審議とすることについて諮りました
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日本
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可決

（令和5年度条例議案） 
  

（令和5年度予算議案）

（令和4年度補正）
第８回令和４年度高砂市一般会計補
正予算   〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×

可決

可決第３回令和４年度高砂市国民健康保
険事業特別会計補正予算 〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×

可決

第３回令和４年度高砂市後期高齢者
医療事業特別会計補正予算 〇〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×

（陳情）

可決

第３回令和４年度高砂市介護保険事
業特別会計補正予算 〇〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 可決〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×

可決〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×

可決〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×

高砂市民病院将来構想検討委員会条
例を定めることについて

可決

高砂市見守りカメラの設置及び運用
に関する条例を定めることについて
高砂市国民健康保険条例の一部を
改正する条例を定めることについて
高砂市保育所条例等の一部を改正
する条例を定めることについて

高砂市水道事業給水条例及び高砂市
水道を加古川市米田町地域へ市外給
水をすることに関する条例の一部を
改正する条例を定めることについて

〇〇

〇〇

〇〇

〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×

可決

可決

可決

可決

可決

不採択

可決
可決

可決

庁舎内における職員への政党機関紙の勧
誘・配達・集金を自粛するよう求める陳情

（追加提案）
高砂市議会個人情報の保護に関する
条例を定めることについて

令和５年度高砂市一般会計予算
令和５年度高砂市国民健康保険事業
特別会計予算
令和５年度高砂市後期高齢者医療事
業特別会計予算
令和５年度高砂市介護保険事業特別
会計予算   
令和５年度高砂市水道事業会計予算
令和５年度高砂市病院事業会計予算

〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×

小・中学校の全児童・生徒の給食費を
無償化することを求める陳情書

高砂市民病院を市直営の総合病院とし
て存続させ、地域医療を守る役割を果
たすことを求める陳情書

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×

沖縄を「捨て石」にしない安全保障政策
を求める意見書の提出を求める陳情

〇〇

高砂市民病院を公立の総合病院とし
て、存続と充実を求める陳情書

はりきゅうマッサージ指定施術所利用
券の縮小廃止方針の撤廃を求める陳情

〇〇

〇〇

〇〇

〇〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×〇〇

日本全体で解決すべき問題として、普天
間基地周辺の子どもたちを取り巻く空・
水・土の安全の保障を求める陳情

継続審議〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × ×

不採択××

×× × × × × × × × × × × 〇 〇 × × 〇 〇

不採択×× × × × × × × × × × × 〇 × × × × ×

× × × × × × × × × × × × × × × 〇

加齢性難聴者の補聴器購入に対する
公的補助を求める陳情 〇〇 継続審議〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×

××

不採択

不採択

×× × × × × × × × × × × × × × × × 〇

〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×

× × × × × × × × × × × × × × × 〇

趣旨採択〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 注2 注2 〇 〇 〇 ×

「高砂市野球場スコアボードの電光掲
示板への改修」に関する陳情書 継続審議〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×
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議案概要

●市道路線の認定について

●市道路線の変更について

●姫路市道認定に関し承諾することについて

可決した事件議案

●高砂市庁舎建設基金条例を廃止する条例を定めることについて

●高砂市市営住宅条例の一部を改正する条例を定めることについて

●高砂市民病院将来構想検討委員会条例を定めることについて

●高砂市職員の定年等に関する条例の一部を改正する条例を
   定めることについて

●高砂市見守りカメラの設置及び運用に関する条例を定めることに
   ついて

●高砂市医療費助成条例の一部を改正する条例を定めることに
   ついて

●高砂市国民健康保険条例の一部を改正する条例を定めることに
   ついて

●高砂市保育所条例等の一部を改正する条例を定めることについて

●高砂市特別会計条例の一部を改正する条例を定めることについて

●高砂市手数料条例の一部を改正する条例を定めることについて

●高砂市建築手数料条例の一部を改正する条例を定めることに
   ついて

●高砂市水道事業給水条例及び高砂市水道を加古川市米田町
   地域へ市外給水をすることに関する条例の一部を改正する条例
   を定めることについて

●高砂市消防団員の定員、任用、給与及び服務等に関する条例の
   一部を改正する条例を定めることについて

●高砂市議会個人情報の保護に関する条例を定めることについて

可決した条例議案

●第８回令和４年度高砂市一般会計

●第３回令和４年度高砂市国民健康保険事業特別会計

●第３回令和４年度高砂市後期高齢者医療事業特別会計

●第３回令和４年度高砂市介護保険事業特別会計

●第４回令和４年度高砂市広域ごみ処理事業特別会計

●第４回令和４年度高砂市水道事業会計

●第３回令和４年度高砂市下水道事業会計

●第３回令和４年度高砂市病院事業会計

可決した補正予算（４年度）

●令和５年度高砂市一般会計

●令和５年度高砂市国民健康保険事業特別会計

●令和５年度高砂市後期高齢者医療事業特別会計

●令和５年度高砂市介護保険事業特別会計

●令和５年度高砂市水道事業会計

●令和５年度高砂市工業用水道事業会計

●令和５年度高砂市下水道事業会計

●令和５年度高砂市病院事業会計

可決した予算（５年度）

【採択】
●消費者被害を防止、救済するため特定商取引法の抜本的法改正を求める陳情書
●外国にルーツのある児童生徒の日本語学習支援について予算化を求める陳情書

【趣旨採択】
●庁舎内における職員への政党機関紙の勧誘・配達・集金を自粛するよう求める陳情

【不採択】
●小・中学校の全児童・生徒の給食費を無償化することを求める陳情書
●高砂市民病院を市直営の総合病院として存続させ、地域医療を守る役割を果たすことを求める陳情書
●沖縄を「捨て石」にしない安全保障政策を求める意見書の提出を求める陳情
●高砂市民病院を公立の総合病院として、存続と充実を求める陳情書
●はりきゅうマッサージ指定施術所利用券の縮小廃止方針の撤廃を求める陳情

【継続審議】
●日本全体で解決すべき問題として、普天間基地周辺の子どもたちを取り巻く空・水・土の安全の保障を求める陳情
●加齢性難聴者の補聴器購入に対する公的補助を求める陳情
●「高砂市野球場スコアボードの電光掲示板への改修」に関する陳情書

陳　情

紙面の都合上、賛否の分かれた議案等を掲載しています。

議案等の表決結果を公表します 賛成…○　反対…×

注2：表決の際、退場しました。注1：議長は表決に加わりません。

（陳情）※継続審議とすることについて諮りました
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可決

（令和5年度条例議案） 
  

（令和5年度予算議案）

（令和4年度補正）
第８回令和４年度高砂市一般会計補
正予算   〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×

可決

可決第３回令和４年度高砂市国民健康保
険事業特別会計補正予算 〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×

可決

第３回令和４年度高砂市後期高齢者
医療事業特別会計補正予算 〇〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×

（陳情）

可決

第３回令和４年度高砂市介護保険事
業特別会計補正予算 〇〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 可決〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×

可決〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×

可決〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×

高砂市民病院将来構想検討委員会条
例を定めることについて

可決

高砂市見守りカメラの設置及び運用
に関する条例を定めることについて
高砂市国民健康保険条例の一部を
改正する条例を定めることについて
高砂市保育所条例等の一部を改正
する条例を定めることについて

高砂市水道事業給水条例及び高砂市
水道を加古川市米田町地域へ市外給
水をすることに関する条例の一部を
改正する条例を定めることについて

〇〇

〇〇

〇〇

〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×

可決

可決

可決

可決

可決

不採択

可決
可決

可決

庁舎内における職員への政党機関紙の勧
誘・配達・集金を自粛するよう求める陳情

（追加提案）
高砂市議会個人情報の保護に関する
条例を定めることについて

令和５年度高砂市一般会計予算
令和５年度高砂市国民健康保険事業
特別会計予算
令和５年度高砂市後期高齢者医療事
業特別会計予算
令和５年度高砂市介護保険事業特別
会計予算   
令和５年度高砂市水道事業会計予算
令和５年度高砂市病院事業会計予算

〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×

小・中学校の全児童・生徒の給食費を
無償化することを求める陳情書

高砂市民病院を市直営の総合病院とし
て存続させ、地域医療を守る役割を果
たすことを求める陳情書

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×

沖縄を「捨て石」にしない安全保障政策
を求める意見書の提出を求める陳情

〇〇

高砂市民病院を公立の総合病院とし
て、存続と充実を求める陳情書

はりきゅうマッサージ指定施術所利用
券の縮小廃止方針の撤廃を求める陳情

〇〇

〇〇

〇〇

〇〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×〇〇

日本全体で解決すべき問題として、普天
間基地周辺の子どもたちを取り巻く空・
水・土の安全の保障を求める陳情

継続審議〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × ×

不採択××

×× × × × × × × × × × × 〇 〇 × × 〇 〇

不採択×× × × × × × × × × × × 〇 × × × × ×

× × × × × × × × × × × × × × × 〇

加齢性難聴者の補聴器購入に対する
公的補助を求める陳情 〇〇 継続審議〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×

××

不採択

不採択

×× × × × × × × × × × × × × × × × 〇

〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×

× × × × × × × × × × × × × × × 〇

趣旨採択〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 注2 注2 〇 〇 〇 ×

「高砂市野球場スコアボードの電光掲
示板への改修」に関する陳情書 継続審議〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×
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令和 5年度当初
【条例議案】主な審査
　「高砂市医療費助成条例の一部を改正する条例を定めることについて」では、高校生世代の医療費

完全無料化の実施時期が7月からとなっている点では、4月から実施するには医療システムの改修が必

要であるため、医療システムの切り替え時期の7月から実施することを確認し、了としました。

【予算議案】　　　　　
●アスパ3階に設置する市民サービスコーナー整備については、土日や時間外の開設や職員配置を確認し
市民サービスを低下させることのないよう意見し、了としました。

●地域交流センターについては、駐車場の不足や地域の困りごと解決の拠点としての機能について議論し
課題の解決策を模索することを意見し、了としました。

●日本語教育について、市内に外国にルーツを持つ小中学生は現在35名在籍しており、県の多文化共生サ

ポーターの1年間の派遣だけでは不充分な児童に対して、支援が求められる判断基準と必要な支援内容
を明確にすべきと意見し、了としました。

●障害者福祉タクシーチケットの配布・複数枚利用の要望については、近隣市と同条件に拘らず、多様な障
害種に応じた対応も検討した上で柔軟に検討するよう意見し、了としました。

●パートナーシップ制度を制定することについては、日常生活支援など行政サービスだけでなく民間サービス
にも必要なところには拡充していくことを意見し、了としました。

【陳情】
 「消費者被害を防止、救済するため特定商取引法の抜本的法改正を求める陳情書」については、令和
4年度の相談件数が427件（その内、インターネット通販114件、電話勧誘22件、クーリングオフ15件な
ど）があったこと、若年層や認知症高齢者が被害に遭う確率が高いことを確認し、意見をつけて採択し
ました。

委員会審査の概要報告

令和 5年度当初
【条例議案】
高議第６号
高砂市民病院将来構想検討委員会条例を定めることについては、高砂市民病院経営改善対策特別委員会と連合
審査会を開き、高砂市の方針決定に至る、今後の日程について確認しました。また、答申後は、本市の方向性を示
すための市民説明会やパブコメなど、意見集約や分析を行い、総合的な市の判断を行うよう求めました。

高議第8号
高砂市見守りカメラの設置及び運用に関する条例を定めることについては、録画データの管理方法及び個人情報
保護法の取扱いについて確認しました。また、警察の捜査協力等録画データの提供要求を想定した市の方針や判
断基準を定めると共に、文書管理も徹底する運用となるよう求めました。

【予算議案】
令和５年度高砂市一般会計予算
未来技術社会実装事業については、令和５年度の取り組み内容と実証と実装の市民周知及び今後の事業の進め方
について確認しました。今後は主要事業となることが見込まれるため、庁内の人員配置については、適正な人員配
置にて令和５年度へ事業をつないでほしいと申し添えました。

債券の運用については、償還年限10年のグリーンボンド債のラダー型運用の特徴について確認しました。債券によ
る運用について、元本保証はもとより、リスクに対して慎重に考えるべきではないかとの意見が多く、債券運用基準
（案）を作成するなどし、改めて運用前には委員会へつないでいただくよう求めました。

【陳情】
「沖縄を「捨て石」にしない安全保障政策を求める意見書の提出を求める陳情」については、全会一致で不採択と
決しました。

「日本全体で解決すべき問題として、普天間基地周辺の子どもたちを取り巻く空・水・土の安全の保障を求める陳
情」については、賛成多数で継続審査と決しました。

「庁舎内における職員への政党機関紙の勧誘・配達・集金を自粛するよう求める陳情」については、全会一致で趣
旨採択と決しました。

総務常任委員会総務常任委員会

文教厚生常任委員会

牛谷急傾斜地 消防指令センター

現場視察写真

旧入江家住宅 伊保スポーツ広場

現場視察写真
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令和 5年度当初
【条例議案】主な審査
　「高砂市医療費助成条例の一部を改正する条例を定めることについて」では、高校生世代の医療費

完全無料化の実施時期が7月からとなっている点では、4月から実施するには医療システムの改修が必

要であるため、医療システムの切り替え時期の7月から実施することを確認し、了としました。

【予算議案】　　　　　
●アスパ3階に設置する市民サービスコーナー整備については、土日や時間外の開設や職員配置を確認し
市民サービスを低下させることのないよう意見し、了としました。

●地域交流センターについては、駐車場の不足や地域の困りごと解決の拠点としての機能について議論し
課題の解決策を模索することを意見し、了としました。

●日本語教育について、市内に外国にルーツを持つ小中学生は現在35名在籍しており、県の多文化共生サ

ポーターの1年間の派遣だけでは不充分な児童に対して、支援が求められる判断基準と必要な支援内容
を明確にすべきと意見し、了としました。

●障害者福祉タクシーチケットの配布・複数枚利用の要望については、近隣市と同条件に拘らず、多様な障
害種に応じた対応も検討した上で柔軟に検討するよう意見し、了としました。

●パートナーシップ制度を制定することについては、日常生活支援など行政サービスだけでなく民間サービス
にも必要なところには拡充していくことを意見し、了としました。

【陳情】
 「消費者被害を防止、救済するため特定商取引法の抜本的法改正を求める陳情書」については、令和
4年度の相談件数が427件（その内、インターネット通販114件、電話勧誘22件、クーリングオフ15件な
ど）があったこと、若年層や認知症高齢者が被害に遭う確率が高いことを確認し、意見をつけて採択し
ました。

委員会審査の概要報告

令和 5年度当初
【条例議案】
高議第６号
高砂市民病院将来構想検討委員会条例を定めることについては、高砂市民病院経営改善対策特別委員会と連合
審査会を開き、高砂市の方針決定に至る、今後の日程について確認しました。また、答申後は、本市の方向性を示
すための市民説明会やパブコメなど、意見集約や分析を行い、総合的な市の判断を行うよう求めました。

高議第8号
高砂市見守りカメラの設置及び運用に関する条例を定めることについては、録画データの管理方法及び個人情報
保護法の取扱いについて確認しました。また、警察の捜査協力等録画データの提供要求を想定した市の方針や判
断基準を定めると共に、文書管理も徹底する運用となるよう求めました。

【予算議案】
令和５年度高砂市一般会計予算
未来技術社会実装事業については、令和５年度の取り組み内容と実証と実装の市民周知及び今後の事業の進め方
について確認しました。今後は主要事業となることが見込まれるため、庁内の人員配置については、適正な人員配
置にて令和５年度へ事業をつないでほしいと申し添えました。

債券の運用については、償還年限10年のグリーンボンド債のラダー型運用の特徴について確認しました。債券によ
る運用について、元本保証はもとより、リスクに対して慎重に考えるべきではないかとの意見が多く、債券運用基準
（案）を作成するなどし、改めて運用前には委員会へつないでいただくよう求めました。

【陳情】
「沖縄を「捨て石」にしない安全保障政策を求める意見書の提出を求める陳情」については、全会一致で不採択と
決しました。

「日本全体で解決すべき問題として、普天間基地周辺の子どもたちを取り巻く空・水・土の安全の保障を求める陳
情」については、賛成多数で継続審査と決しました。

「庁舎内における職員への政党機関紙の勧誘・配達・集金を自粛するよう求める陳情」については、全会一致で趣
旨採択と決しました。

総務常任委員会総務常任委員会

文教厚生常任委員会

牛谷急傾斜地 消防指令センター

現場視察写真

旧入江家住宅 伊保スポーツ広場

現場視察写真
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【令和４年度一般会計補正予算】主な審査
　自転車ネットワーク整備工事について、自転車専用通行帯の設置箇所・範囲などを確認し、自転車利
用の安全性向上について更なる啓発に取組むことを求めています。

【令和 5 年度当初予算】主な審査
●コミュニティバス運行事業について、75歳以上の方に対する運賃の半額割引制度を確認しました。この
ほか土日祝日に限定し観光資源へのアクセスを図る試験運行が示され、対象となるルートや観光資源な
どを確認しています。

●飼い主のいない猫不妊・去勢手術費助成事業について、この制度は団体支援ではなく個人飼養者が対
象であり、繁殖抑制、ふん尿被害削減といった目的や助成額、利用手続きなどを確認しました。

●勤労者福祉調査研究事業について、勤労者福祉及び施設のあり方や財団の方向性について、団体の設
立意義とともに今後の経営のあり方など全般的な考え方の整理が必要であり、検討していくことを確認
しました。

●JR曽根駅周辺整備について、南北連絡自由通路をはじめ周辺住民の利便性向上に向けた取組み内容
など、現地調査も行い詳細にわたり確認しました。

●高砂駅南地区まちづくり整備方針検討業務委託について、連続立体交差事業の着工準備業務委託と一
体的に議論するとともに、密集市街地の改善や高架下利用など周辺市街地の活性化に向けたまちづくり
協議会についても確認しました。

【条例議案】主な審査
　水道料金等の改定となる条例改正について、その目的として浄水施設や水道管の耐震化を図り安全な
水を安定して供給することや、施設規模の適正化による経費削減が示されています。当委員会では市民
に負担を求めることを十分に踏まえ議論し、公営企業としてあらゆる努力がなされたのか、営業費用等の
経費削減や収益確保、経営の健全化、料金の公平性など様々な観点から確認しました。あわせて、より
丁寧な周知に努めるよう指摘しています。

建設環境経済常任委員会

【陳情】
　「高砂市民病院を市直営の総合病院として存続させ、地域医療を守る役割を果たすことを求める陳情
書」については、審査の結果、賛成少数で不採択と決しています。
　12 月議会で継続審議となっておりました「高砂市民病院を公立の総合病院として、存続と充実を求める
陳情書」については、審査の結果、賛成少数で不採択と決しています。
　反対の方の意見として、市民病院の直営に反対や問題があるという意見ではありません。しかし、病院の
再建方策の一つとして、直営かどうかの選択肢も残しておくべきだという意見です。これまでの経緯として、
ここ２～３年は、コロナの空床確保給付金が毎年６億円程度入っており、黒字となっています。しかし、それまで
は、毎年４～５億円程度の赤字が出ていたという事実があります。そのため、市民病院の再建方策の選択肢
として、ほかの選択肢も残しておくべき必要があるという理由です。

●支え愛地域づくり事業について（岐阜県可児市）　

　未来技術社会実装事業における地域通貨の施策の参考にするため、行政視察を行いました。
　可児市では、少子高齢化への対応策として、地域で互いに支えあうしくみづくりのため、平成29年度
から、地域支え愛ポイント制度として、社会福祉協議会を窓口として事業展開を進めています。重点方
針（４つの柱）の概念のもと、高齢者の安気づくりと子育て世代
の安心づくりを基軸として、16の対象ボランティアの支え合い
活動にポイントシールを付与し、地域通貨Kマネーを発行して
いました。本制度は若い世代のボランティア活動を始めるきっ
かけづくり及び事業者からの社会貢献協力金も運営費に充て
るなど地域全体で支え合い活動に取り組んでいます。高砂市
においても、人と人のつながり、地域とのつながりを風土化でき
るような事業に向け取り組んで参ります。

●電子地域通貨「さるぼぼコイン」について（岐阜県高山市）　
　高山市では、公共料金の新たな決済方法として、地元事業者である飛騨信用組合が推進している
電子マネー「さるぼぼコイン」について、令和元年７月電子通貨さるぼぼコインを活用した連携に関す
る覚書を締結し、納税の更なる利便性の向上及び利用時の手数料は地域内循環として相互の目的達
成に寄与しています。その他、交通・防災・健康などへの事業
展開や拡充により市民サービスの向上、企業支援等へつない
でいる他、10の市町村が合併し協議会等を通じ、エコな取組
（グリーンライフポイント）への広域化も進んでいました。高砂
市においても、未来技術社会実装事業をスタートする上で、多
様化するニーズ、市民サービスのさらなる向上となるよう議論
を進めて参ります。

高砂市民病院経営改善対策特別委員会

日程 /令和 5年 1月 23 日（月）、24 日（火）
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【令和４年度一般会計補正予算】主な審査
　自転車ネットワーク整備工事について、自転車専用通行帯の設置箇所・範囲などを確認し、自転車利
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象であり、繁殖抑制、ふん尿被害削減といった目的や助成額、利用手続きなどを確認しました。

●勤労者福祉調査研究事業について、勤労者福祉及び施設のあり方や財団の方向性について、団体の設
立意義とともに今後の経営のあり方など全般的な考え方の整理が必要であり、検討していくことを確認
しました。

●JR曽根駅周辺整備について、南北連絡自由通路をはじめ周辺住民の利便性向上に向けた取組み内容
など、現地調査も行い詳細にわたり確認しました。

●高砂駅南地区まちづくり整備方針検討業務委託について、連続立体交差事業の着工準備業務委託と一
体的に議論するとともに、密集市街地の改善や高架下利用など周辺市街地の活性化に向けたまちづくり
協議会についても確認しました。
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　水道料金等の改定となる条例改正について、その目的として浄水施設や水道管の耐震化を図り安全な
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に負担を求めることを十分に踏まえ議論し、公営企業としてあらゆる努力がなされたのか、営業費用等の
経費削減や収益確保、経営の健全化、料金の公平性など様々な観点から確認しました。あわせて、より
丁寧な周知に努めるよう指摘しています。

建設環境経済常任委員会

【陳情】
　「高砂市民病院を市直営の総合病院として存続させ、地域医療を守る役割を果たすことを求める陳情
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の安心づくりを基軸として、16の対象ボランティアの支え合い
活動にポイントシールを付与し、地域通貨Kマネーを発行して
いました。本制度は若い世代のボランティア活動を始めるきっ
かけづくり及び事業者からの社会貢献協力金も運営費に充て
るなど地域全体で支え合い活動に取り組んでいます。高砂市
においても、人と人のつながり、地域とのつながりを風土化でき
るような事業に向け取り組んで参ります。

●電子地域通貨「さるぼぼコイン」について（岐阜県高山市）　
　高山市では、公共料金の新たな決済方法として、地元事業者である飛騨信用組合が推進している
電子マネー「さるぼぼコイン」について、令和元年７月電子通貨さるぼぼコインを活用した連携に関す
る覚書を締結し、納税の更なる利便性の向上及び利用時の手数料は地域内循環として相互の目的達
成に寄与しています。その他、交通・防災・健康などへの事業
展開や拡充により市民サービスの向上、企業支援等へつない
でいる他、10の市町村が合併し協議会等を通じ、エコな取組
（グリーンライフポイント）への広域化も進んでいました。高砂
市においても、未来技術社会実装事業をスタートする上で、多
様化するニーズ、市民サービスのさらなる向上となるよう議論
を進めて参ります。
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●コミュニティ・スクール事業について（福岡県春日市）
　春日市では、２００５年より3校でコミュニティ・スクールを導入しています。導入に向け1年間の協議と2回の市民アン
ケートを行い目標を明確にし、学校・家庭・地域で「目標の共有化」をしていました。２００８年には全小学校で、２０１０年に
は全中学校で導入が完了しています。また、２０１５年から地域コーディネーター
をモデル校に配置し現在は全校に配置しています。参考になったことは多くあり
ますが、特に学校・家庭・地域が協働活動に取り組むために時間をかけて対話す
ることで目標を共有化し、それぞれが主体的に取り組んでいる点、また地域と学
校をつなぐコーディネーターの配置は大いに参考にすべきと感じました。
●ヘルス・ステーション設置事業について（福岡県古賀市）
　古賀市では、介護予防と健康づくりとして、ヘルス・ステーション事業が公民館や集会所で実施されていま
す。高齢者の外出促進やレクリエーションが主な活動ですが、２年前に新型コロナ対策臨時交付金を財源と
してインボディ測定器を4台導入し、筋肉量や内臓脂肪レベルを計測す
る定期的な活動を行うことにより健康維持の意欲向上や地域のつなが
りが強くなったそうです。約200名の介護予防・健康増進サポーターは
ボランティアですが、活動にはポイントが付与され地域通貨として利用
できます。このように、地域で活動することによる効果や有償ボランティ
ア制度の取り組みを参考にしていきたいと感じました。

文教厚生常任委員会 視察報告

日程 /令和 5年 1月 24 日（火）、25 日（水）
●東武鉄道野田線連続立体交差事業について（千葉県野田市）
　野田市では、鉄道によるまちの南北分断、踏切事故、踏切遮断による交通渋滞及びこれに起因する騒音・
大気汚染等、当市と同様の課題を解消するため約2.９kmを高架化、また駅前広場や駅前線等の市街地整
備を推進し、伝統産業のある工業地と商業・業務機能が共存したまちづくりを進めています。平成20年事業
認可、その後認可変更により事業期間を延伸し令和8年度完成を目指しています。高架化事業においては、
事業工程にかかる借地交渉や地図訂正等の困難事例、事業費における物
価スライド等の予想外の増額、高架下空間の有効利用策等、また駅前広場
については、土地区画整理事業の概要や地域住民との関わり方など多岐に
わたり見識を深めることができました。長期にわたる事業は予期せぬ事態も
あることから今回の視察で得た知見を議論に活かしてまいります。

●空き家対策等の取組みについて（東京都調布市）
　調布市では、市内で増加する空き家などの遊休不動産を予防と利活用という観点から様々な住宅
支援メニューを構築していました。空き家予防プロジェクトとして調布市空き家等ワンストップ相談窓口
（スマイのミライ相談窓口）を開設し協定締結している6事業者と連携し相続や適正管理の方法、リ
フォーム相談等の個別相談ができるスキームを構築。また、LINE公式
アカウント「スマイのミライ教えてナビ」を運用し意識啓発を図っていま
す。更に、リノベーション事業の富士見BASEの現地視察において多く
の気づきと知見をいただくことができました。今後、循環させる仕組みや
行政支援の関わり方を議論に活かしてまいります。

建設環境経済常任委員会 視察報告
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　宏
明 

議
員

新
政
会

２
０
２
２
年
の
高
砂
市
の
出
生

数
は
５
４
０
人
で
あ
り
、
全
国

よ
り
も
早
い
ス
ピ
ー
ド
で
少
子
化
が
進

ん
で
い
る
。
少
子
化
対
策
、
子
育
て
支

援
の
充
実
を
早
急
に
行
っ
て
い
く
必
要

が
あ
る
。
第
３
子
以
降
の
給
食
費
無
償

化
な
ど
、
多
子
世
帯
へ
の
支
援
は
子
育

て
世
帯
へ
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
に
つ

な
が
る
と
と
も
に
少
子
化
に
対
し
て
有

効
な
施
策
で
あ
る
と
考
え
る
。

本
市
で
は
こ
れ
ま
で
、
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
、
若
者
支

援
、
ひ
と
り
親
家
庭
支
援
、
子
ど
も

の
貧
困
対
策
を
包
含
し
た
子
ど
も
・

子
育
て
・
若
者
支
援
プ
ラ
ン
に
基
づ

き
、
若
い
世
代
が
安
心
し
て
子
ど
も

を
産
み
育
て
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
き
た
。

　
結
婚
、
妊
娠
、
出
産
、
子
育
て
に

希
望
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ

く
り
に
取
り
組
み
、
多
く
の
人
が
家

族
を
持
つ
こ
と
や
、
子
ど
も
を
産
み

育
て
ら
れ
る
こ
と
の
喜
び
や
楽
し
さ

を
実
感
で
き
る
社
会
を
つ
く
れ
る
よ

う
、
多
子
世
帯
へ
の
支
援
な
ど
、
少

子
化
へ
の
有
効
な
施
策
を
検
討
し
て

い
く
。
ま
た
、
若
い
世
代
の
方
々
に

高
砂
市
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
思
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
な
環
境
、
施
策
を

市
と
し
て
打
ち
出
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
り
、
充
実
し
た
プ
ラ
ン
を

市
と
し
て
進
め
て
い
く
。

令
和
６
年
度
に
市
内
8
地
区
の

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
化
が
予
定

さ
れ
て
い
る
中
で
、
新
年
度
は
市
内
8

地
域
に
お
け
る
地
域
自
治
の
推
進
体
制

構
築
を
推
し
進
め
る
時
で
あ
る
。

　
地
域
の
多
様
性
、
自
主
性
を
尊
重

し
、
地
域
と
住
民
の
暮
ら
し
に
か
か

わ
る
問
題
を
地
域
自
ら
が
決
定
で
き

る
仕
組
み
の
ル
ー
ル
と
し
て
自
治
基

本
条
例
を
制
定
し
、
地
域
づ
く
り
、

参
画
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

し
て
い
く
べ
き
と
考
え
る
。

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
は
、
地
域

自
治
を
進
め
、
地
域
活
動
の
拠

点
と
な
る
こ
と
を
想
定
し
て
お
り
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
活
性
化
す
る

と
と
も
に
、
自
主
的
な
地
域
活
動
が

持
続
す
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
ま

た
、
相
談
窓
口
を
設
置
し
、
住
民
の

相
談
を
受
け
た
り
、
課
題
解
決
の
た

め
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
た
り
、
行

政
手
続
の
支
援
を
行
う
こ
と
な
ど
を

検
討
し
て
い
る
。
今
後
は
、
地
域
課

題
の
解
決
の
場
と
な
る
よ
う
に
、
必

要
な
機
能
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
と

と
も
に
、
地
域
活
動
の
拠
点
と
な
っ

て
、
地
域
の
活
性
化
に
取
り
組
む
こ

と
で
、
地
域
自
治
の
推
進
に
つ
な
げ

て
い
く
。書か

な
い
窓
口
に
よ
る
デ
ジ
タ

ル
技
術
の
活
用
に
よ
り
市
民
の

み
な
さ
ん
が
便
利
さ
、
快
適
さ
を
実

感
で
き
る
取
り
組
み
の
早
期
実
施
な

ど
、
本
市
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
積
極
的

に
推
進
す
る
べ
き
と
考
え
る
。

本
年
４
月
か
ら
建
設
工
事
及
び

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
に
つ
い

て
、
電
子
入
札
を
ス
タ
ー
ト
す
る
。

ま
ず
は
こ
の
電
子
入
札
を
定
着
さ

せ
、
先
進
市
や
近
隣
他
市
等
の
状
況

を
見
な
が
ら
、
電
子
契
約
導
入
に
つ

い
て
は
研
究
し
て
い
く
。

　
他
市
で
先
進
的
な
導
入
事
例
で
あ
る

書
か
な
い
窓
口
に
つ
い
て
は
、
導
入
さ

れ
る
と
、
庁
内
横
断
的
な
受
付
に
よ
る

申
請
時
の
市
民
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
、

職
員
の
事
後
処
理
事
務
も
効
率
化
さ

れ
、
最
終
的
に
全
て
の
人
が
便
利
さ
、

快
適
さ
を
実
感
で
き
る
と
考
え
て
い

る
。
令
和
７
年
度
に
は
自
治
体
情
報
シ

ス
テ
ム
標
準
化
・
共
通
化
へ
の
対
応
も

控
え
て
お
り
、
よ
り
効
率
的
か
つ
効
果

的
な
窓
口
申
請
に
関
わ
る
デ
ジ
タ
ル
化

の
導
入
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
本
市
に
お
け
る
推
進
に
つ
い
て
は
、

デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
推
進
交

付
金
の
活
用
を
視
野
に
入
れ
、
デ
ジ
タ

ル
で
か
え
る
　
か
な
え
る
　
誰
一
人
取

り
残
さ
な
い
、
笑
顔
と
思
い
や
り
育
む

ま
ち
高
砂
の
実
現
を
自
治
体
Ｄ
Ｘ
推
進

ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
き
進
め
て
い
く
。

□
そ
の
他
質
問
項
目

・
若
者
施
策
の
推
進

・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

   

広
報
充
実

・
エ
コ
ス
ク
ー
ル
の
取
り
組
み

・
要
配
慮
者
へ
の
防
災
対
策
の
充
実

問

問問

答

答

答答

市
長
の
施
政
方
針
並
び
に
市
政
運
営
全
般
に
つ
い
て

迫
川
　高
行 

議
員

公
明
党

市
長
が
描
く
理
想
の

高
砂
市
と
は

令
和
5
年
度
予
算
に
つ
い
て

市
民
病
院
に
つ
い
て

脱
炭
素
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

市
制
70
周
年
に
つ
い
て

日程 /令和 5年 1月 24 日（火）、25 日（水）
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●コミュニティ・スクール事業について（福岡県春日市）
　春日市では、２００５年より3校でコミュニティ・スクールを導入しています。導入に向け1年間の協議と2回の市民アン
ケートを行い目標を明確にし、学校・家庭・地域で「目標の共有化」をしていました。２００８年には全小学校で、２０１０年に
は全中学校で導入が完了しています。また、２０１５年から地域コーディネーター
をモデル校に配置し現在は全校に配置しています。参考になったことは多くあり
ますが、特に学校・家庭・地域が協働活動に取り組むために時間をかけて対話す
ることで目標を共有化し、それぞれが主体的に取り組んでいる点、また地域と学
校をつなぐコーディネーターの配置は大いに参考にすべきと感じました。
●ヘルス・ステーション設置事業について（福岡県古賀市）
　古賀市では、介護予防と健康づくりとして、ヘルス・ステーション事業が公民館や集会所で実施されていま
す。高齢者の外出促進やレクリエーションが主な活動ですが、２年前に新型コロナ対策臨時交付金を財源と
してインボディ測定器を4台導入し、筋肉量や内臓脂肪レベルを計測す
る定期的な活動を行うことにより健康維持の意欲向上や地域のつなが
りが強くなったそうです。約200名の介護予防・健康増進サポーターは
ボランティアですが、活動にはポイントが付与され地域通貨として利用
できます。このように、地域で活動することによる効果や有償ボランティ
ア制度の取り組みを参考にしていきたいと感じました。

文教厚生常任委員会 視察報告

日程 /令和 5年 1月 24 日（火）、25 日（水）
●東武鉄道野田線連続立体交差事業について（千葉県野田市）
　野田市では、鉄道によるまちの南北分断、踏切事故、踏切遮断による交通渋滞及びこれに起因する騒音・
大気汚染等、当市と同様の課題を解消するため約2.９kmを高架化、また駅前広場や駅前線等の市街地整
備を推進し、伝統産業のある工業地と商業・業務機能が共存したまちづくりを進めています。平成20年事業
認可、その後認可変更により事業期間を延伸し令和8年度完成を目指しています。高架化事業においては、
事業工程にかかる借地交渉や地図訂正等の困難事例、事業費における物
価スライド等の予想外の増額、高架下空間の有効利用策等、また駅前広場
については、土地区画整理事業の概要や地域住民との関わり方など多岐に
わたり見識を深めることができました。長期にわたる事業は予期せぬ事態も
あることから今回の視察で得た知見を議論に活かしてまいります。

●空き家対策等の取組みについて（東京都調布市）
　調布市では、市内で増加する空き家などの遊休不動産を予防と利活用という観点から様々な住宅
支援メニューを構築していました。空き家予防プロジェクトとして調布市空き家等ワンストップ相談窓口
（スマイのミライ相談窓口）を開設し協定締結している6事業者と連携し相続や適正管理の方法、リ
フォーム相談等の個別相談ができるスキームを構築。また、LINE公式
アカウント「スマイのミライ教えてナビ」を運用し意識啓発を図っていま
す。更に、リノベーション事業の富士見BASEの現地視察において多く
の気づきと知見をいただくことができました。今後、循環させる仕組みや
行政支援の関わり方を議論に活かしてまいります。

建設環境経済常任委員会 視察報告

代 表 質 問
市
長
が
掲
げ
る
「
対
話
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て
、
対

話
の
も
と
と
な
る
市
長
の
想
い
と
、

ま
た
、
そ
の
対
話
を
ど
の
よ
う
に
政

策
に
落
と
し
込
む
の
か
を
伺
う
。
加

え
て
、
市
民
や
事
業
者
の
皆
様
と
と

も
に
つ
く
る
ま
ち
づ
く
り
と
し
て
、

参
入
障
壁
の
緩
和
に
つ
い
て
見
解
を

伺
う
。対

話
は
関
係
性
を
築
く
た
め
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
あ

り
、
市
長
と
し
て
の
信
念
と
同
じ
く

ら
い
重
要
で
あ
る
。
今
後
も
対
話
を

重
ね
、
市
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
仰

ぎ
た
い
。

　
ま
た
、
縁
の
輪
や
、
意
見
交
換
会

開
催
を
通
し
て
、
共
に
高
砂
市
の
ア

ピ
ー
ル
に
ご
協
力
を
い
た
だ
け
た
と

考
え
て
い
る
。

　
現
在
、
市
外
の
方
や
連
携
協
定
を

締
結
し
て
い
る
大
学
等
に
も
、
職
員

や
地
域
と
交
流
し
な
が
ら
、
市
外
か

ら
の
目
線
で
高
砂
市
の
地
域
づ
く
り

に
関
わ
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
人
材
育
成
も
課
題
の
一
つ
で
あ

り
、
令
和
５
年
度
に
は
職
員
研
修
を

実
施
し
、
職
員
の
育
成
に
取
組
む
。

市
の
未
来
を
皆
様
と
共
に
つ
く
り
た

い
と
考
え
て
お
り
、
取
組
み
を
広
く

知
ら
せ
、
考
え
が
伝
わ
る
よ
う
努
力

し
て
い
く
。

高
砂
市
が
向
か
う
方
向
性
に
つ

い
て
、
令
和
5
年
度
予
算
に
込

め
ら
れ
た
想
い
と
事
業
選
定
基
準
に

つ
い
て
。ゼロ

カ
ー
ボ
ン
の
推
進
を
今
後

の
市
の
方
向
性
の
一
つ
と
し
た

い
。
地
球
温
暖
化
対
策
は
、
経
済
活

動
と
し
て
の
生
き
残
り
に
必
然
で
あ

り
、
地
域
産
業
の
活
性
化
の
た
め
に

も
、
柱
政
策
の
一
つ
と
し
て
取
組
ん

で
い
く
。

　
事
業
選
定
基
準
は
、
財
政
運
営
や

予
算
、
政
策
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る

か
、
庁
内
各
部
の
考
え
方
を
聞
き
、

市
長
査
定
に
お
い
て
、
最
終
的
に
は

私
が
判
断
を
し
、
庁
内
の
全
体
を
取

り
ま
と
め
を
行
っ
て
い
る
。

市
民
に
求
め
て
い
る
行
動
変
容

に
つ
い
て
、
ま
た
、
播
磨
臨
海

地
域
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
ポ
ー
ト

へ
の
市
の
関
わ
り
方
を
伺
う
。

本
市
が
こ
の
た
び
改
定
す
る
第

２
次
高
砂
市
地
球
温
暖
化
対
策

実
行
計
画
に
基
づ
き
、
市
民
や
中
小

企
業
事
業
者
を
対
象
に
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
設
備
の
導
入
等
を
後
押
し
す
る

支
援
を
行
っ
て
い
く
。

　
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
に
は
、
環
境
学

習
と
し
て
地
球
温
暖
化
に
つ
い
て
家
族

と
考
え
る
機
会
と
な
り
、
分
か
り
や
す

く
、
行
動
に
つ
な
が
る
よ
う
な
内
容
を

検
討
し
、
提
供
し
て
い
く
。

　
県
が
策
定
を
進
め
て
い
る
播
磨
臨

海
地
域
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

ポ
ー
ト
形
成
計
画
に
つ
い
て
は
、
本

市
は
計
画
を
検
討
す
る
協
議
会
の
構

成
員
と
し
て
参
画
し
て
い
る
。

市
長
に
と
っ
て
の
市
民
病
院
の

あ
る
べ
き
姿
に
つ
い
て
。

個
人
病
院
が
対
応
で
き
な
い
疾

病
を
診
療
す
る
地
域
の
中
核
と

な
る
病
院
が
必
要
で
あ
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
よ
う
な

新
興
感
染
症
が
発
生
し
た
と
き
や
、

災
害
時
の
医
療
を
率
先
し
て
実
施
で

き
る
病
院
が
市
内
に
は
必
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

　
市
民
病
院
の
医
師
の
減
少
と
高
齢

化
問
題
に
つ
い
て
、
医
師
確
保
対
策

を
全
力
で
行
い
、
将
来
的
に
持
続
可

能
な
経
営
基
盤
を
確
立
す
る
た
め
の

取
組
み
を
実
施
し
て
い
く
。

市
制
70
周
年
、
水
道
事
業
100
周
年

に
向
け
た
市
の
考
え
に
つ
い
て
。

ま
た
、
大
阪
・
関
西
万
博
へ
の
連
携
に

つ
い
て
も
取
り
組
み
が
あ
れ
ば
伺
う
。

大
阪
・
関
西
万
博
と
の
連
携
事
業

も
含
め
た
比
較
検
討
の
中
で
、
過

去
を
参
考
に
、
精
査
を
行
い
な
が
ら
、

財
政
状
況
や
費
用
対
効
果
等
を
総
合
的

に
考
慮
し
、
全
体
の
規
模
感
を
判
断
し

て
い
く
。

　
70
周
年
に
つ
い
て
は
、
内
容
が
順
次

決
ま
り
次
第
、
各
委
員
会
等
で
報
告
を

し
て
い
く
。

　
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
や
シ
ン
ボ
ル

マ
ー
ク
の
募
集
事
業
に
お
い
て
も
、
幅

広
い
募
集
を
行
い
、
記
念
事
業
を
共
に

盛
り
上
げ
て
い
く
。
市
民
や
団
体
と
の

協
働
を
重
視
し
、
意
見
を
積
極
的
に
交

換
す
る
場
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
市
の
水
道
事
業
は
、
令
和
６
年
１
月

１
日
に
100
周
年
を
迎
え
る
。

　
水
道
料
金
の
改
定
を
提
案
し
て
い
る

中
、
ど
の
よ
う
な
形
で
何
を
行
う
か
、

経
費
的
な
面
も
踏
ま
え
て
計
画
し
、
市

民
の
皆
様
に
祝
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う

な
記
念
事
業
を
考
え
て
い
く
。
　

問

問

答

答問

問

答

問答

市
長
の
施
政
方
針
並
び
に
市
政
運
営
に
つ
い
て

川
端
　宏
明 

議
員

新
政
会

２
０
２
２
年
の
高
砂
市
の
出
生

数
は
５
４
０
人
で
あ
り
、
全
国

よ
り
も
早
い
ス
ピ
ー
ド
で
少
子
化
が
進

ん
で
い
る
。
少
子
化
対
策
、
子
育
て
支

援
の
充
実
を
早
急
に
行
っ
て
い
く
必
要

が
あ
る
。
第
３
子
以
降
の
給
食
費
無
償

化
な
ど
、
多
子
世
帯
へ
の
支
援
は
子
育

て
世
帯
へ
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
に
つ

な
が
る
と
と
も
に
少
子
化
に
対
し
て
有

効
な
施
策
で
あ
る
と
考
え
る
。

本
市
で
は
こ
れ
ま
で
、
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
、
若
者
支

援
、
ひ
と
り
親
家
庭
支
援
、
子
ど
も

の
貧
困
対
策
を
包
含
し
た
子
ど
も
・

子
育
て
・
若
者
支
援
プ
ラ
ン
に
基
づ

き
、
若
い
世
代
が
安
心
し
て
子
ど
も

を
産
み
育
て
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
き
た
。

　
結
婚
、
妊
娠
、
出
産
、
子
育
て
に

希
望
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ

く
り
に
取
り
組
み
、
多
く
の
人
が
家

族
を
持
つ
こ
と
や
、
子
ど
も
を
産
み

育
て
ら
れ
る
こ
と
の
喜
び
や
楽
し
さ

を
実
感
で
き
る
社
会
を
つ
く
れ
る
よ

う
、
多
子
世
帯
へ
の
支
援
な
ど
、
少

子
化
へ
の
有
効
な
施
策
を
検
討
し
て

い
く
。
ま
た
、
若
い
世
代
の
方
々
に

高
砂
市
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
思
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
な
環
境
、
施
策
を

市
と
し
て
打
ち
出
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
り
、
充
実
し
た
プ
ラ
ン
を

市
と
し
て
進
め
て
い
く
。

令
和
６
年
度
に
市
内
8
地
区
の

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
化
が
予
定

さ
れ
て
い
る
中
で
、
新
年
度
は
市
内
8

地
域
に
お
け
る
地
域
自
治
の
推
進
体
制

構
築
を
推
し
進
め
る
時
で
あ
る
。

　
地
域
の
多
様
性
、
自
主
性
を
尊
重

し
、
地
域
と
住
民
の
暮
ら
し
に
か
か

わ
る
問
題
を
地
域
自
ら
が
決
定
で
き

る
仕
組
み
の
ル
ー
ル
と
し
て
自
治
基

本
条
例
を
制
定
し
、
地
域
づ
く
り
、

参
画
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

し
て
い
く
べ
き
と
考
え
る
。

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
は
、
地
域

自
治
を
進
め
、
地
域
活
動
の
拠

点
と
な
る
こ
と
を
想
定
し
て
お
り
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
活
性
化
す
る

と
と
も
に
、
自
主
的
な
地
域
活
動
が

持
続
す
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
ま

た
、
相
談
窓
口
を
設
置
し
、
住
民
の

相
談
を
受
け
た
り
、
課
題
解
決
の
た

め
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
た
り
、
行

政
手
続
の
支
援
を
行
う
こ
と
な
ど
を

検
討
し
て
い
る
。
今
後
は
、
地
域
課

題
の
解
決
の
場
と
な
る
よ
う
に
、
必

要
な
機
能
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
と

と
も
に
、
地
域
活
動
の
拠
点
と
な
っ

て
、
地
域
の
活
性
化
に
取
り
組
む
こ

と
で
、
地
域
自
治
の
推
進
に
つ
な
げ

て
い
く
。書か

な
い
窓
口
に
よ
る
デ
ジ
タ

ル
技
術
の
活
用
に
よ
り
市
民
の

み
な
さ
ん
が
便
利
さ
、
快
適
さ
を
実

感
で
き
る
取
り
組
み
の
早
期
実
施
な

ど
、
本
市
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
積
極
的

に
推
進
す
る
べ
き
と
考
え
る
。

本
年
４
月
か
ら
建
設
工
事
及
び

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
に
つ
い

て
、
電
子
入
札
を
ス
タ
ー
ト
す
る
。

ま
ず
は
こ
の
電
子
入
札
を
定
着
さ

せ
、
先
進
市
や
近
隣
他
市
等
の
状
況

を
見
な
が
ら
、
電
子
契
約
導
入
に
つ

い
て
は
研
究
し
て
い
く
。

　
他
市
で
先
進
的
な
導
入
事
例
で
あ
る

書
か
な
い
窓
口
に
つ
い
て
は
、
導
入
さ

れ
る
と
、
庁
内
横
断
的
な
受
付
に
よ
る

申
請
時
の
市
民
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
、

職
員
の
事
後
処
理
事
務
も
効
率
化
さ

れ
、
最
終
的
に
全
て
の
人
が
便
利
さ
、

快
適
さ
を
実
感
で
き
る
と
考
え
て
い

る
。
令
和
７
年
度
に
は
自
治
体
情
報
シ

ス
テ
ム
標
準
化
・
共
通
化
へ
の
対
応
も

控
え
て
お
り
、
よ
り
効
率
的
か
つ
効
果

的
な
窓
口
申
請
に
関
わ
る
デ
ジ
タ
ル
化

の
導
入
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
本
市
に
お
け
る
推
進
に
つ
い
て
は
、

デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
推
進
交

付
金
の
活
用
を
視
野
に
入
れ
、
デ
ジ
タ

ル
で
か
え
る
　
か
な
え
る
　
誰
一
人
取

り
残
さ
な
い
、
笑
顔
と
思
い
や
り
育
む

ま
ち
高
砂
の
実
現
を
自
治
体
Ｄ
Ｘ
推
進

ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
き
進
め
て
い
く
。

□
そ
の
他
質
問
項
目

・
若
者
施
策
の
推
進

・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

   

広
報
充
実

・
エ
コ
ス
ク
ー
ル
の
取
り
組
み

・
要
配
慮
者
へ
の
防
災
対
策
の
充
実

問

問問

答

答

答答

市
長
の
施
政
方
針
並
び
に
市
政
運
営
全
般
に
つ
い
て

迫
川
　高
行 

議
員

公
明
党

市
長
が
描
く
理
想
の

高
砂
市
と
は

令
和
5
年
度
予
算
に
つ
い
て

市
民
病
院
に
つ
い
て

脱
炭
素
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

市
制
70
周
年
に
つ
い
て
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令
和
５
年
度
の
施
政
方
針
は

「
未
来
を
と
も
に
つ
く
る
予

算
」と
し
て「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
の
推

進
」「
子
ど
も
、子
育
て
教
育
の
推

進
」「
交
通
、移
動
、駅
周
辺
の
活
性

化
」「
交
流
し
、支
え
合
う
地
域
づ
く

り
」と
４
本
の
柱
を
挙
げ
て
い
る
。

人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め

に
は
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
実
行
す
る
思

い
切
っ
た
施
政
が
必
要
と
考
え
る

が
、バ
ラ
ン
ス
重
視
で
あ
り
市
民
の

反
応
は
い
か
が
か
。市
民
病
院
の
あ

り
方
、公
共
施
設
の
統
廃
合
、山
陽

電
鉄
立
体
交
差
事
業
、播
磨
臨
海
道

路
な
ど
大
き
な
計
画
も
あ
り
、財
政

的
に
も
厳
し
い
目
で
見
て
い
か
ね
ば

な
ら
な
い
が
、若
い
世
代
が
住
み
続

け
た
い
と
思
い
選
ば
れ
る
高
砂
市
に

な
る
た
め
の「
市
長
の
描
く
高
砂
市

の
将
来
像
、ビ
ジ
ョ
ン
」を
伺
う
。ま

た
、今
ま
で
会
派
と
し
て
具
体
的
な

行
動
で「
日
本
一
」を
目
指
す
べ
き

と
提
案
し
て
き
た
。交
通
マ
ナ
ー
や

挨
拶
な
ど
身
近
な
内
容
で
も
実
現
す

る
こ
と
で
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
も
高

ま
り
明
る
く
輝
く
ま
ち
に
見
え
て
く

る
と
考
え
る
。市
長
と
し
て
号
令
を

か
け
て
い
た
だ
き
た
い
！

ま
ず
、今
の
高
砂
市
の
魅
力
に
つ

い
て
、市
内
へ
の
移
住
者
の
方
か

ら
は
、自
然
豊
か
な
公
園
が
あ
る
、夜

静
か
で
犯
罪
が
少
な
い
、山
と
海
が
近

く
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
て
住
み
や
す
い
、

待
機
児
童
が
ゼ
ロ
、子
育
て
が
し
や
す

い
、Ｊ
Ｒ
と
山
電
で
行
き
た
い
と
こ
ろ

に
も
ア
ク
セ
ス
し
や
す
い
、昔
な
が
ら

の
き
れ
い
な
町
並
み
が
あ
る
な
ど
、

様
々
な
ご
意
見
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
こ
の
多
く
の
魅
力
の
あ
る
本
市
に

お
い
て
、住
ん
で
い
る
方
の
満
足
度
が

高
ま
り
、住
み
続
け
た
い
、住
み
た
い

と
感
じ
て
い
た
だ
け
る
、日
本
一
住
み

た
い
ま
ち
に
向
け
て
、子
育
て
、福
祉
、

教
育
、防
災
な
ど
、市
の
幅
広
い
施
策

の
中
で
も
重
点
施
策
を
設
定
し
、市

民
の
皆
様
の
ご
理
解
を
い
た
だ
け
る

よ
う
説
明
を
尽
く
し
て
い
く
。

　
若
い
世
代
に
住
み
続
け
て
も
ら
え

る
高
砂
市
を
目
指
す
に
は
、市
の
予

算
、取
組
み
を
説
明
し
、ご
意
見
を
聞

き
、常
に
施
策
を
改
善
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。

　
中
で
も
、就
任
以
来
目
指
し
て
い
る

持
続
可
能
な
ま
ち
と
第
５
次
総
合
計

画
の
将
来
像
を
実
現
す
る
た
め
に
、市

外
か
ら
新
し
い
人
の
流
れ
等
を
つ
く

り
、雇
用
の
創
出
や
税
収
の
意
味
合

い
か
ら
も
、経
済
を
牽
引
す
る
地
域

産
業
の
活
性
化
は
、欠
か
せ
な
い
要
素

で
あ
る
。

　
令
和
５
年
の
施
政
方
針
に
お
い
て
、

柱
と
な
る
四
つ
の
重
点
的
な
政
策
の

中
で
、ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
の
推
進
を
、市
の

特
徴
、発
展
さ
せ
て
い
く
軸
の一つ
と

し
て
取
組
ん
で
い
く
。

問

答

都
倉
市
政
が
描
く
高
砂
市
の
将
来
像
と
は

石
﨑
　徹 

議
員

明
風
会

一
般
会
計
総
額
3
9
9
億
6
千

万
円
は
、一
時
的
な「
バ
ブ
ル

予
算
」と
な
っ
て
い
な
い
か
。

国
や
県
の
政
策
に
よ
る
事
業
費

や
本
市
の
特
色
の
あ
る
政
策
を

展
開
し
て
い
く
中
で
の
予
算
総
額
と

な
っ
て
お
り
、必
要
な
規
模
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。

　
ま
た
、財
政
調
整
基
金
繰
入
金

が
、こ
こ
数
年
に
お
い
て
は
多
額
と

な
っ
て
い
る
が
、「
未
来
を
共
に
つ
く
る

予
算
」と
し
て
必
要
な
額
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
の
推
進
」に
つ

い
て
。
持
続
可
能
性
・

2
0
3
0
年
の
目
標
達
成
に
む
け
た

「
投
資
」と
な
っ
て
い
る
か
。「
や
っ
て

る
感
」＝
自
己
満
足
で
は
困
る
！

目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、令
和

５
年
度
予
算
と
し
て
産
業
部

門
、運
輸
部
門
、家
庭
部
門
に
対
す
る

支
援
を
計
上
し
て
い
る
。

　
補
助
対
象
事
業
と
し
て
直
接
的
に

期
待
で
き
る
脱
炭
素
量
は
、２
０
３
０

年
の
削
減
目
標
値
に
対
し
て
少
な
い
か

も
し
れ
な
い
が
、補
助
制
度
を
通
じ
て
、

自
発
的
な
行
動
を
促
し
、事
業
者
、市

民
と
共
に
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
を
推
進
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
施
策
に
つ
い
て
は
、３
年

を
め
ど
に
効
果
を
検
証
し
、再
構
築

し
よ
う
と
考
え
て
お
り
、財
源
や
社

会
の
状
況
、市
民
や
事
業
者
の
ニ
ー

ズ
に
合
わ
せ
、効
果
的
な
支
援
を
検

討
し
て
い
く
。

「
子
ど
も
、子
育
て
、教
育
の
支

援
」に
つ
い
て
。①
「
教
育
の

質
」を
高
め
る
視
点
が
抜
け
落
ち
て

は
い
な
い
か
。②
子
ど
も
の
人
権
を
重

視
し
た
政
策
を
。

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、令
和
５

年
度
は「
授
業
改
善
」を
学
力
の

向
上
の
中
心
的
な
取
組
と
し
て
進
め
て

い
く
。

　
学
習
支
援
員
と
し
て
の
ス
ク
ー
ル
ア

シ
ス
タ
ン
ト
や
ス
タ
デ
ィ
ー
パ
ー
ト
ナ
ー

を
効
果
的
に
活
用
し
、さ
ら
な
る
増

員
に
つ
い
て
も
市
長
部
局
と
協
議
し

て
い
く
。

　
子
ど
も
の
人
権
重
視
の
政
策
に
つ
い

て
は
、子
ど
も
は
地
域
、社
会
の
宝
で
あ

る
と
い
う
認
識
の
下
、子
ど
も
の
健
や

か
な
成
長
を
支
え
る
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
み
た
い
。

「
交
通
、移
動
、駅
周
辺
の
活
性

化
」に
つ
い
て
。移
動
支
援
策
は

将
来
を
見
据
え
た
事
業
選
択
と
な
っ

て
い
る
か
。「
と
り
あ
え
ず
…
」の
姿

勢
で
は
目
的
は
達
成
で
き
な
い
。

移
動
支
援
の
施
策
に
つ
い
て
は
、

地
域
公
共
交
通
検
討
庁
内
委
員

会
や
高
砂
市
地
域
公
共
交
通
会
議
に

お
い
て
協
議
を
行
って
い
る
。

　
高
齢
者
の
移
動
支
援
に
つ
い
て
は
、

高
齢
者
の
負
担
の
軽
減
や
外
出
機
会
の

創
出
の
観
点
か
ら
、
公
共
交
通
の
利

便
性
向
上
を
図
る
た
め
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
の
運
賃
割
引
対
象
者
を
75

歳
以
上
の
全
て
の
方
に
も
拡
大
し
て

い
き
た
い
。

　
今
後
も
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
な
ど

公
共
交
通
施
策
と
福
祉
施
策
の
枠
を

超
え
た
取
組
に
よ
る
新
し
い
具
体
的

な
移
動
支
援
を
検
討
し
て
い
く
。

「
交
流
し
、
支
え
合
う
地
域
づ

く
り
」に
つ
い
て
。
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
再
生
・
担
い
手
の
掘
り
起

し
に
対
し
て
の
理
念
、
戦
略
が
必
要
。

高
砂
市
に
お
い
て
は
、
自
治
会

が
中
心
と
な
っ
て
地
域
的
な
共

同
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
地
域
社
会
に

お
い
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
だ

い
て
い
る
。

　
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
が
各
団
体
の

活
動
拠
点
と
な
り
、
団
体
間
の
連

携
、
協
力
体
制
の
構
築
を
進
め
て
い

き
た
い
。

　
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
に
は
、
相
談
窓

口
を
設
置
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
お
り
、

行
政
手
続
の
支
援
を
行
う
だ
け
で
な

く
、
地
域
と
市
を
つ
な
ぐ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
と
し
て
、
地
域
住
民
の
相
談
を
受

け
、
地
域
の
課
題
解
決
の
支
援
に
も
取

り
組
ん
で
い
く
。

市
民
病
院
の
将
来
構
想
に
つ

い
て

市
民
病
院
の
将
来
の
方
向
性
に

つ
い
て
は
、
今
後
設
置
を
予
定

し
て
い
る
将
来
構
想
検
討
委
員
会
で

答
申
を
い
た
だ
い
た
後
、
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施
、
ま
た
市
民
説

明
会
を
開
催
し
、
そ
れ
ら
の
ご
意
見

を
参
考
に
し
な
が
ら
、
先
延
ば
し
す

る
こ
と
な
く
、
決
定
し
て
い
き
た
い
。

問問

問問

答答

答答

問 問答答

令
和
5
年
度
施
政
方
針
に
つ
い
て

北
野
　誠
一
郎 

議
員

未
来
ネ
ッ
ト

財
政
運
営
に
つ
い
て

激
動
す
る
国
内
外
の
社
会
経
済

情
勢
を
踏
ま
え
、
高
砂
市
の

財
政
状
況
を
ど
の
よ
う
に
分
析
、

評
価
し
将
来
設
計
を
行
う
の
か

重
点
施
策（
柱
施
策
）に
つ
い
て

総
合
計
画
実
現
へ
の
シ
ナ
リ
オ
と

な
っ
て
い
る
か

懸
案
の
課
題
に
つ
い
て

中
小
事
業
者
支
援
の
拡
充
に
つ

い
て
。

実
施
し
た
支
援
事
業
は
、そ
れ
ぞ

れ
に
効
果
と
課
題
が
あ
っ
た
と
認

識
を
し
て
お
り
、今
後
の
制
度
設
計
や
事

業
展
開
の
改
善
を
図
っ
て
い
く
。

　
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
生
活
様
式
の
変
化
等

の
状
況
に
応
じ
て
継
続
的
か
つ
有
効
な

支
援
策
を
検
討
し
、中
小
事
業
者
の
ニ
ー

ズ
に
応
じ
た
事
業
継
続
、事
業
拡
大
に
つ

な
が
る
支
援
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
、国
や
県
等
の
支
援
事
業
も
注
視

し
な
が
ら
、市
と
し
て
実
施
す
べ
き
支
援

策
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

高
砂
市
の
未
来
像
に
つ
い
て
。

令
和
４
年
度
予
算
は
、新
型
コ
ロ

ナ
感
染
症
対
策
を
優
先
し
つ
つ
、

第
５
次
総
合
計
画
の
推
進
に
取
り
組
み

た
い
と
考
え
、「
未
来
に
つ
な
が
る
予

算
」と
し
た
。

　
対
面
で
の
交
流
や
経
済
活
動
も
増
え

て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、高
砂
市
の
未
来
を

皆
さ
ん
と
共
に
つ
く
り
た
い
と
考
え
、令

和
５
年
度
予
算
は
、「
未
来
を
と
も
に
つ
く

る
予
算
」と
し
て
施
政
方
針
に
お
い
て
お

示
し
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、改
め
て
重
要
さ

を
感
じ
る
こ
と
と
な
っ
た「
つ
な
が
り
、

支
え
合
う
幸
せ
」に
関
わ
る
地
域
へ
の

貢
献
、交
流
な
ど
は
、皆
様一人一人
の
幸

福
度
の
向
上
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
も
の

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

デ
ジ
タ
ル
分
野
及
び
グ
リ
ー
ン
分

野
に
関
す
る
事
業
に
つ
い
て
。

庁
内
に
お
い
て
紙
の
文
書
は
減
少

し
て
い
る
が
、ま
だ
ま
だ
紙
そ
の

も
の
の
使
用
量
は
多
い
と
考
え
て
お
り
、

紙
か
ら
デ
ジ
タ
ル
へ
進
め
る
必
要
性
を

認
識
し
て
い
る
。

　
一
方
で
、デ
ジ
タ
ル
弱
者
へ
の
配
慮
等

も
必
要
で
あ
り
、現
時
点
で
紙
の
文
書

を
完
全
に
廃
止
す
る
こ
と
は
不
可
能
で

あ
る
と
も
考
え
て
い
る
。

　
今
後
、効
率
面
、費
用
対
効
果
の
面

等
を
考
慮
し
な
が
ら
文
書
の
デ
ジ
タ
ル

化
を
検
討
し
て
い
く
。

２
０
５
０
年
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

テ
ィ
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
総
事

業
費
に
つ
い
て
。

「
高
砂
市
地
球
温
暖
化
対
策
実
行

計
画
」に
基
づ
き
、地
域
全
体
で
脱

炭
素
化
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
市
の
施
策
に
つ
い
て
は
、そ
の
効
果
を
検

証
し
、ま
た
国
や
県
の
支
援
策
の
動
向
、

社
会
の
情
勢
な
ど
を
踏
ま
え
、３
年
を
め

ど
に
再
構
築
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、長

期
的
な
事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
事
業
費
な

ど
に
つ
い
て
は
、財
政
状
況
や
事
業
効
果

等
を
踏
ま
え
た
上
で
検
討
し
て
い
く
。

子
ど
も
子
育
て
支
援
の
あ
り
方

に
つ
い
て
。

子
ど
も
た
ち
は
未
来
へ
の
希
望
、地

域
の
宝
で
あ
り
、若
い
世
代
が
安

心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
ら
れ
る
環
境

づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
令
和
５
年
度
は「
子
ど
も・子
育
て・若

者
支
援
プ
ラ
ン
」の
第
３
期
計
画
策
定
に

向
け
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、幅

広
く
意
見
を
聞
い
て
い
く
。

　
令
和
６
年
度
の
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

の
設
置
に
向
け
た
準
備
を
進
め
、
包
括

的
な
子
ど
も
、
子
育
て
支
援
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
構
想
に

つ
い
て
。

多
様
な
人
々
が
交
流
し
な
が

ら
、
市
民
生
活
に
必
要
な
都
市

機
能
を
備
え
た
ま
ち
な
か
交
流
拠
点
と

な
る
ま
ち
づ
く
り
や
開
発
事
業
に
合
わ

せ
た
交
流
施
設
の
誘
致
や
、
フ
ァ
ミ

リ
ー
層
が
定
住
で
き
る
住
宅
や
マ
ン

シ
ョ
ン
な
ど
に
よ
り
に
ぎ
わ
い
を
生
み

出
し
、
地
域
全
体
の
活
性
化
に
つ
な
が

る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
た
い
。

　
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
に
は
、
地
域

住
民
、
地
権
者
、
公
共
交
通
事
業
者
及

び
行
政
が
お
互
い
に
協
力
・
連
携
し
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
て

い
る

サ
ン
モ
ー
ル
跡
地
の
利
活
用
に

つ
い
て
。

サ
ン
モ
ー
ル
跡
地
に
つ
い
て
は
、以

前
よ
り
ア
ス
ク
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
㈱
に
対
し
、早
期
整
備
を
要

望
し
て
い
る
。

　
令
和
４
年
度
に
市
長
が
本
社
を
訪
問

し
、代
表
と
の
面
会
で
市
の
現
状
を
訴
え
、

早
期
に
開
発
計
画
を
公
表
し
、着
手
す
る

旨
を
要
請
し
て
い
る
。

　
ま
た
、「
サ
ン
モ
ー
ル
高
砂
跡
地
の
利
用

に
関
す
る
要
望
書
」に
対
し
て
、鋭
意
再

開
発
の
計
画
を
進
行
し
て
い
る
と
の
回
答

が
あ
っ
た
が
、具
体
的
な
進
展
に
は
至
って

い
な
い
。

　
引
き
続
き
開
発
計
画
等
の
具
体
案
を

早
急
に
市
民
の
皆
様
に
公
表
で
き
る
よ
う

働
き
か
け
を
行
って
い
く
。

問問 答答

問

問

答問答問答

問答

市
長
の
施
政
方
針
並
び
に
市
政
運
営
全
般
に
つ
い
て

山
田
　光
昭 

議
員

民
主
ク
ラ
ブ

答 　
本
市
を
含
め
た
播
磨
臨
海
工
業

地
帯
は
有
数
の
も
の
づ
く
り
産
業
の

拠
点
で
あ
り
、地
域
の
活
性
化
に
多

大
な
寄
与
を
し
て
い
る
産
業
部
門

を
支
援
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

　
市
と
し
て
も
、公
共
施
設
の
創
エ

ネ
、省
エ
ネ
性
能
等
の
向
上
、既
存

住
宅
の
省
エ
ネ
化
、改
修
工
事
補

助
、再
エ
ネ
、省
エ
ネ
設
備
等
の
納

入
補
助
な
ど
、行
政
、市
民
、事
業

者
が
脱
炭
素
化
に
向
け
、共
に
進
ん

で
い
け
る
よ
う
に
取
組
ん
で
い
く
。

　
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
の
推
進
に
つ
い
て

は
、市
民
や
事
業
者
の
皆
様
、一
人
一

人
の
自
発
的
な
気
づ
き
、行
動
変
容

を
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
た
め
、

多
く
の
方
に
ご
理
解
、ご
賛
同
を
い

た
だ
く
必
要
が
あ
る
。市
と
し
て
の

考
え
方
を
説
明
す
る
と
と
も
に
、ご

意
見
を
お
伺
い
し
、将
来
世
代
も
含

め
た
皆
様
が
望
む
方
向
と
合
致
す

る
よ
う
に
か
じ
を
取
っ
て
い
く
。

　
未
来
に
向
け
、よ
り
よ
い
環
境
を

残
し
、活
性
化
や
成
長
の
チ
ャ
ン
ス

に
つ
な
げ
た
い
と
い
う
思
い
の
下
、財

政
状
況
も
念
頭
に
置
き
な
が
ら
判

断
を
し
て
い
く
。

　
ま
た
、日
本一住
み
た
い
ま
ち
に
つ

い
て
は
、私
を
は
じ
め
市
職
員
全
員

が
団
結
を
し
、市
民
の
方
々
と一緒
に

取
組
む
姿
勢
が
大
切
で
、今
後
、ア

フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
向
け
て
は
重
要
課

題
に
な
る
。

　
目
標
を
持
っ
て
何
事
も
進
ん
で
い

く
と
い
う
方
向
は
変
わ
っ
て
お
ら

ず
、今
後
も
職
員一丸
と
な
っ
て
進
ん

で
い
く
。

　あさいえ　おさむ

　令和５年３月27日に議決された下記の意見書を内閣総理大臣、各担当大臣、衆議院議長、参議院議長に対
し提出しました。

　内容については高砂市議会ホームページをご覧ください。

意見書を提出しました

「特定商取引法平成28年改正における５年後見直しに基づく
同法の抜本的改正」を求める意見書

●監査委員を選任するにつき同意しました。
　　　　　　　　　　　　　　　　高砂市米田町　　朝家　修

　ほり　                                                                                                                                                 なおき

●固定資産評価審査委員会委員を選任するにつき同意しました。

　　　　　　　　　　　　　　　　高砂市荒井町　　堀　直樹

　     しおざき  　あつし
　　　　　　　　　　　　　　　　明石市朝霧南町　塩﨑　篤史

人　　　　　事
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令
和
５
年
度
の
施
政
方
針
は

「
未
来
を
と
も
に
つ
く
る
予

算
」と
し
て「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
の
推

進
」「
子
ど
も
、子
育
て
教
育
の
推

進
」「
交
通
、移
動
、駅
周
辺
の
活
性

化
」「
交
流
し
、支
え
合
う
地
域
づ
く

り
」と
４
本
の
柱
を
挙
げ
て
い
る
。

人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め

に
は
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
実
行
す
る
思

い
切
っ
た
施
政
が
必
要
と
考
え
る

が
、バ
ラ
ン
ス
重
視
で
あ
り
市
民
の

反
応
は
い
か
が
か
。市
民
病
院
の
あ

り
方
、公
共
施
設
の
統
廃
合
、山
陽

電
鉄
立
体
交
差
事
業
、播
磨
臨
海
道

路
な
ど
大
き
な
計
画
も
あ
り
、財
政

的
に
も
厳
し
い
目
で
見
て
い
か
ね
ば

な
ら
な
い
が
、若
い
世
代
が
住
み
続

け
た
い
と
思
い
選
ば
れ
る
高
砂
市
に

な
る
た
め
の「
市
長
の
描
く
高
砂
市

の
将
来
像
、ビ
ジ
ョ
ン
」を
伺
う
。ま

た
、今
ま
で
会
派
と
し
て
具
体
的
な

行
動
で「
日
本
一
」を
目
指
す
べ
き

と
提
案
し
て
き
た
。交
通
マ
ナ
ー
や

挨
拶
な
ど
身
近
な
内
容
で
も
実
現
す

る
こ
と
で
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
も
高

ま
り
明
る
く
輝
く
ま
ち
に
見
え
て
く

る
と
考
え
る
。市
長
と
し
て
号
令
を

か
け
て
い
た
だ
き
た
い
！

ま
ず
、今
の
高
砂
市
の
魅
力
に
つ

い
て
、市
内
へ
の
移
住
者
の
方
か

ら
は
、自
然
豊
か
な
公
園
が
あ
る
、夜

静
か
で
犯
罪
が
少
な
い
、山
と
海
が
近

く
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
て
住
み
や
す
い
、

待
機
児
童
が
ゼ
ロ
、子
育
て
が
し
や
す

い
、Ｊ
Ｒ
と
山
電
で
行
き
た
い
と
こ
ろ

に
も
ア
ク
セ
ス
し
や
す
い
、昔
な
が
ら

の
き
れ
い
な
町
並
み
が
あ
る
な
ど
、

様
々
な
ご
意
見
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
こ
の
多
く
の
魅
力
の
あ
る
本
市
に

お
い
て
、住
ん
で
い
る
方
の
満
足
度
が

高
ま
り
、住
み
続
け
た
い
、住
み
た
い

と
感
じ
て
い
た
だ
け
る
、日
本
一
住
み

た
い
ま
ち
に
向
け
て
、子
育
て
、福
祉
、

教
育
、防
災
な
ど
、市
の
幅
広
い
施
策

の
中
で
も
重
点
施
策
を
設
定
し
、市

民
の
皆
様
の
ご
理
解
を
い
た
だ
け
る

よ
う
説
明
を
尽
く
し
て
い
く
。

　
若
い
世
代
に
住
み
続
け
て
も
ら
え

る
高
砂
市
を
目
指
す
に
は
、市
の
予

算
、取
組
み
を
説
明
し
、ご
意
見
を
聞

き
、常
に
施
策
を
改
善
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。

　
中
で
も
、就
任
以
来
目
指
し
て
い
る

持
続
可
能
な
ま
ち
と
第
５
次
総
合
計

画
の
将
来
像
を
実
現
す
る
た
め
に
、市

外
か
ら
新
し
い
人
の
流
れ
等
を
つ
く

り
、雇
用
の
創
出
や
税
収
の
意
味
合

い
か
ら
も
、経
済
を
牽
引
す
る
地
域

産
業
の
活
性
化
は
、欠
か
せ
な
い
要
素

で
あ
る
。

　
令
和
５
年
の
施
政
方
針
に
お
い
て
、

柱
と
な
る
四
つ
の
重
点
的
な
政
策
の

中
で
、ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
の
推
進
を
、市
の

特
徴
、発
展
さ
せ
て
い
く
軸
の一つ
と

し
て
取
組
ん
で
い
く
。

問

答

都
倉
市
政
が
描
く
高
砂
市
の
将
来
像
と
は

石
﨑
　徹 

議
員

明
風
会

一
般
会
計
総
額
3
9
9
億
6
千

万
円
は
、一
時
的
な「
バ
ブ
ル

予
算
」と
な
っ
て
い
な
い
か
。

国
や
県
の
政
策
に
よ
る
事
業
費

や
本
市
の
特
色
の
あ
る
政
策
を

展
開
し
て
い
く
中
で
の
予
算
総
額
と

な
っ
て
お
り
、必
要
な
規
模
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。

　
ま
た
、財
政
調
整
基
金
繰
入
金

が
、こ
こ
数
年
に
お
い
て
は
多
額
と

な
っ
て
い
る
が
、「
未
来
を
共
に
つ
く
る

予
算
」と
し
て
必
要
な
額
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
の
推
進
」に
つ

い
て
。
持
続
可
能
性
・

2
0
3
0
年
の
目
標
達
成
に
む
け
た

「
投
資
」と
な
っ
て
い
る
か
。「
や
っ
て

る
感
」＝
自
己
満
足
で
は
困
る
！

目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、令
和

５
年
度
予
算
と
し
て
産
業
部

門
、運
輸
部
門
、家
庭
部
門
に
対
す
る

支
援
を
計
上
し
て
い
る
。

　
補
助
対
象
事
業
と
し
て
直
接
的
に

期
待
で
き
る
脱
炭
素
量
は
、２
０
３
０

年
の
削
減
目
標
値
に
対
し
て
少
な
い
か

も
し
れ
な
い
が
、補
助
制
度
を
通
じ
て
、

自
発
的
な
行
動
を
促
し
、事
業
者
、市

民
と
共
に
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
を
推
進
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
施
策
に
つ
い
て
は
、３
年

を
め
ど
に
効
果
を
検
証
し
、再
構
築

し
よ
う
と
考
え
て
お
り
、財
源
や
社

会
の
状
況
、市
民
や
事
業
者
の
ニ
ー

ズ
に
合
わ
せ
、効
果
的
な
支
援
を
検

討
し
て
い
く
。

「
子
ど
も
、子
育
て
、教
育
の
支

援
」に
つ
い
て
。①
「
教
育
の

質
」を
高
め
る
視
点
が
抜
け
落
ち
て

は
い
な
い
か
。②
子
ど
も
の
人
権
を
重

視
し
た
政
策
を
。

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、令
和
５

年
度
は「
授
業
改
善
」を
学
力
の

向
上
の
中
心
的
な
取
組
と
し
て
進
め
て

い
く
。

　
学
習
支
援
員
と
し
て
の
ス
ク
ー
ル
ア

シ
ス
タ
ン
ト
や
ス
タ
デ
ィ
ー
パ
ー
ト
ナ
ー

を
効
果
的
に
活
用
し
、さ
ら
な
る
増

員
に
つ
い
て
も
市
長
部
局
と
協
議
し

て
い
く
。

　
子
ど
も
の
人
権
重
視
の
政
策
に
つ
い

て
は
、子
ど
も
は
地
域
、社
会
の
宝
で
あ

る
と
い
う
認
識
の
下
、子
ど
も
の
健
や

か
な
成
長
を
支
え
る
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
み
た
い
。

「
交
通
、移
動
、駅
周
辺
の
活
性

化
」に
つ
い
て
。移
動
支
援
策
は

将
来
を
見
据
え
た
事
業
選
択
と
な
っ

て
い
る
か
。「
と
り
あ
え
ず
…
」の
姿

勢
で
は
目
的
は
達
成
で
き
な
い
。

移
動
支
援
の
施
策
に
つ
い
て
は
、

地
域
公
共
交
通
検
討
庁
内
委
員

会
や
高
砂
市
地
域
公
共
交
通
会
議
に

お
い
て
協
議
を
行
って
い
る
。

　
高
齢
者
の
移
動
支
援
に
つ
い
て
は
、

高
齢
者
の
負
担
の
軽
減
や
外
出
機
会
の

創
出
の
観
点
か
ら
、
公
共
交
通
の
利

便
性
向
上
を
図
る
た
め
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
の
運
賃
割
引
対
象
者
を
75

歳
以
上
の
全
て
の
方
に
も
拡
大
し
て

い
き
た
い
。

　
今
後
も
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
な
ど

公
共
交
通
施
策
と
福
祉
施
策
の
枠
を

超
え
た
取
組
に
よ
る
新
し
い
具
体
的

な
移
動
支
援
を
検
討
し
て
い
く
。

「
交
流
し
、
支
え
合
う
地
域
づ

く
り
」に
つ
い
て
。
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
再
生
・
担
い
手
の
掘
り
起

し
に
対
し
て
の
理
念
、
戦
略
が
必
要
。

高
砂
市
に
お
い
て
は
、
自
治
会

が
中
心
と
な
っ
て
地
域
的
な
共

同
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
地
域
社
会
に

お
い
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
だ

い
て
い
る
。

　
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
が
各
団
体
の

活
動
拠
点
と
な
り
、
団
体
間
の
連

携
、
協
力
体
制
の
構
築
を
進
め
て
い

き
た
い
。

　
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
に
は
、
相
談
窓

口
を
設
置
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
お
り
、

行
政
手
続
の
支
援
を
行
う
だ
け
で
な

く
、
地
域
と
市
を
つ
な
ぐ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
と
し
て
、
地
域
住
民
の
相
談
を
受

け
、
地
域
の
課
題
解
決
の
支
援
に
も
取

り
組
ん
で
い
く
。

市
民
病
院
の
将
来
構
想
に
つ

い
て

市
民
病
院
の
将
来
の
方
向
性
に

つ
い
て
は
、
今
後
設
置
を
予
定

し
て
い
る
将
来
構
想
検
討
委
員
会
で

答
申
を
い
た
だ
い
た
後
、
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施
、
ま
た
市
民
説

明
会
を
開
催
し
、
そ
れ
ら
の
ご
意
見

を
参
考
に
し
な
が
ら
、
先
延
ば
し
す

る
こ
と
な
く
、
決
定
し
て
い
き
た
い
。

問問

問問

答答

答答

問 問答答

令
和
5
年
度
施
政
方
針
に
つ
い
て

北
野
　誠
一
郎 

議
員

未
来
ネ
ッ
ト

財
政
運
営
に
つ
い
て

激
動
す
る
国
内
外
の
社
会
経
済

情
勢
を
踏
ま
え
、
高
砂
市
の

財
政
状
況
を
ど
の
よ
う
に
分
析
、

評
価
し
将
来
設
計
を
行
う
の
か

重
点
施
策（
柱
施
策
）に
つ
い
て

総
合
計
画
実
現
へ
の
シ
ナ
リ
オ
と

な
っ
て
い
る
か

懸
案
の
課
題
に
つ
い
て

中
小
事
業
者
支
援
の
拡
充
に
つ

い
て
。

実
施
し
た
支
援
事
業
は
、そ
れ
ぞ

れ
に
効
果
と
課
題
が
あ
っ
た
と
認

識
を
し
て
お
り
、今
後
の
制
度
設
計
や
事

業
展
開
の
改
善
を
図
っ
て
い
く
。

　
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
生
活
様
式
の
変
化
等

の
状
況
に
応
じ
て
継
続
的
か
つ
有
効
な

支
援
策
を
検
討
し
、中
小
事
業
者
の
ニ
ー

ズ
に
応
じ
た
事
業
継
続
、事
業
拡
大
に
つ

な
が
る
支
援
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
、国
や
県
等
の
支
援
事
業
も
注
視

し
な
が
ら
、市
と
し
て
実
施
す
べ
き
支
援

策
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

高
砂
市
の
未
来
像
に
つ
い
て
。

令
和
４
年
度
予
算
は
、新
型
コ
ロ

ナ
感
染
症
対
策
を
優
先
し
つ
つ
、

第
５
次
総
合
計
画
の
推
進
に
取
り
組
み

た
い
と
考
え
、「
未
来
に
つ
な
が
る
予

算
」と
し
た
。

　
対
面
で
の
交
流
や
経
済
活
動
も
増
え

て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、高
砂
市
の
未
来
を

皆
さ
ん
と
共
に
つ
く
り
た
い
と
考
え
、令

和
５
年
度
予
算
は
、「
未
来
を
と
も
に
つ
く

る
予
算
」と
し
て
施
政
方
針
に
お
い
て
お

示
し
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、改
め
て
重
要
さ

を
感
じ
る
こ
と
と
な
っ
た「
つ
な
が
り
、

支
え
合
う
幸
せ
」に
関
わ
る
地
域
へ
の

貢
献
、交
流
な
ど
は
、皆
様一人一人
の
幸

福
度
の
向
上
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
も
の

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

デ
ジ
タ
ル
分
野
及
び
グ
リ
ー
ン
分

野
に
関
す
る
事
業
に
つ
い
て
。

庁
内
に
お
い
て
紙
の
文
書
は
減
少

し
て
い
る
が
、ま
だ
ま
だ
紙
そ
の

も
の
の
使
用
量
は
多
い
と
考
え
て
お
り
、

紙
か
ら
デ
ジ
タ
ル
へ
進
め
る
必
要
性
を

認
識
し
て
い
る
。

　
一
方
で
、デ
ジ
タ
ル
弱
者
へ
の
配
慮
等

も
必
要
で
あ
り
、現
時
点
で
紙
の
文
書

を
完
全
に
廃
止
す
る
こ
と
は
不
可
能
で

あ
る
と
も
考
え
て
い
る
。

　
今
後
、効
率
面
、費
用
対
効
果
の
面

等
を
考
慮
し
な
が
ら
文
書
の
デ
ジ
タ
ル

化
を
検
討
し
て
い
く
。

２
０
５
０
年
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

テ
ィ
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
総
事

業
費
に
つ
い
て
。

「
高
砂
市
地
球
温
暖
化
対
策
実
行

計
画
」に
基
づ
き
、地
域
全
体
で
脱

炭
素
化
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
市
の
施
策
に
つ
い
て
は
、そ
の
効
果
を
検

証
し
、ま
た
国
や
県
の
支
援
策
の
動
向
、

社
会
の
情
勢
な
ど
を
踏
ま
え
、３
年
を
め

ど
に
再
構
築
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、長

期
的
な
事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
事
業
費
な

ど
に
つ
い
て
は
、財
政
状
況
や
事
業
効
果

等
を
踏
ま
え
た
上
で
検
討
し
て
い
く
。

子
ど
も
子
育
て
支
援
の
あ
り
方

に
つ
い
て
。

子
ど
も
た
ち
は
未
来
へ
の
希
望
、地

域
の
宝
で
あ
り
、若
い
世
代
が
安

心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
ら
れ
る
環
境

づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
令
和
５
年
度
は「
子
ど
も・子
育
て・若

者
支
援
プ
ラ
ン
」の
第
３
期
計
画
策
定
に

向
け
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、幅

広
く
意
見
を
聞
い
て
い
く
。

　
令
和
６
年
度
の
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

の
設
置
に
向
け
た
準
備
を
進
め
、
包
括

的
な
子
ど
も
、
子
育
て
支
援
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
構
想
に

つ
い
て
。

多
様
な
人
々
が
交
流
し
な
が

ら
、
市
民
生
活
に
必
要
な
都
市

機
能
を
備
え
た
ま
ち
な
か
交
流
拠
点
と

な
る
ま
ち
づ
く
り
や
開
発
事
業
に
合
わ

せ
た
交
流
施
設
の
誘
致
や
、
フ
ァ
ミ

リ
ー
層
が
定
住
で
き
る
住
宅
や
マ
ン

シ
ョ
ン
な
ど
に
よ
り
に
ぎ
わ
い
を
生
み

出
し
、
地
域
全
体
の
活
性
化
に
つ
な
が

る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
た
い
。

　
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
に
は
、
地
域

住
民
、
地
権
者
、
公
共
交
通
事
業
者
及

び
行
政
が
お
互
い
に
協
力
・
連
携
し
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
て

い
る

サ
ン
モ
ー
ル
跡
地
の
利
活
用
に

つ
い
て
。

サ
ン
モ
ー
ル
跡
地
に
つ
い
て
は
、以

前
よ
り
ア
ス
ク
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
㈱
に
対
し
、早
期
整
備
を
要

望
し
て
い
る
。

　
令
和
４
年
度
に
市
長
が
本
社
を
訪
問

し
、代
表
と
の
面
会
で
市
の
現
状
を
訴
え
、

早
期
に
開
発
計
画
を
公
表
し
、着
手
す
る

旨
を
要
請
し
て
い
る
。

　
ま
た
、「
サ
ン
モ
ー
ル
高
砂
跡
地
の
利
用

に
関
す
る
要
望
書
」に
対
し
て
、鋭
意
再

開
発
の
計
画
を
進
行
し
て
い
る
と
の
回
答

が
あ
っ
た
が
、具
体
的
な
進
展
に
は
至
って

い
な
い
。

　
引
き
続
き
開
発
計
画
等
の
具
体
案
を

早
急
に
市
民
の
皆
様
に
公
表
で
き
る
よ
う

働
き
か
け
を
行
って
い
く
。

問問 答答

問

問

答問答問答

問答

市
長
の
施
政
方
針
並
び
に
市
政
運
営
全
般
に
つ
い
て

山
田
　光
昭 

議
員

民
主
ク
ラ
ブ

答 　
本
市
を
含
め
た
播
磨
臨
海
工
業

地
帯
は
有
数
の
も
の
づ
く
り
産
業
の

拠
点
で
あ
り
、地
域
の
活
性
化
に
多

大
な
寄
与
を
し
て
い
る
産
業
部
門

を
支
援
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

　
市
と
し
て
も
、公
共
施
設
の
創
エ

ネ
、省
エ
ネ
性
能
等
の
向
上
、既
存

住
宅
の
省
エ
ネ
化
、改
修
工
事
補

助
、再
エ
ネ
、省
エ
ネ
設
備
等
の
納

入
補
助
な
ど
、行
政
、市
民
、事
業

者
が
脱
炭
素
化
に
向
け
、共
に
進
ん

で
い
け
る
よ
う
に
取
組
ん
で
い
く
。

　
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
の
推
進
に
つ
い
て

は
、市
民
や
事
業
者
の
皆
様
、一
人
一

人
の
自
発
的
な
気
づ
き
、行
動
変
容

を
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
た
め
、

多
く
の
方
に
ご
理
解
、ご
賛
同
を
い

た
だ
く
必
要
が
あ
る
。市
と
し
て
の

考
え
方
を
説
明
す
る
と
と
も
に
、ご

意
見
を
お
伺
い
し
、将
来
世
代
も
含

め
た
皆
様
が
望
む
方
向
と
合
致
す

る
よ
う
に
か
じ
を
取
っ
て
い
く
。

　
未
来
に
向
け
、よ
り
よ
い
環
境
を

残
し
、活
性
化
や
成
長
の
チ
ャ
ン
ス

に
つ
な
げ
た
い
と
い
う
思
い
の
下
、財

政
状
況
も
念
頭
に
置
き
な
が
ら
判

断
を
し
て
い
く
。

　
ま
た
、日
本一住
み
た
い
ま
ち
に
つ

い
て
は
、私
を
は
じ
め
市
職
員
全
員

が
団
結
を
し
、市
民
の
方
々
と一緒
に

取
組
む
姿
勢
が
大
切
で
、今
後
、ア

フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
向
け
て
は
重
要
課

題
に
な
る
。

　
目
標
を
持
っ
て
何
事
も
進
ん
で
い

く
と
い
う
方
向
は
変
わ
っ
て
お
ら

ず
、今
後
も
職
員一丸
と
な
っ
て
進
ん

で
い
く
。

　あさいえ　おさむ

　令和５年３月27日に議決された下記の意見書を内閣総理大臣、各担当大臣、衆議院議長、参議院議長に対
し提出しました。

　内容については高砂市議会ホームページをご覧ください。

意見書を提出しました

「特定商取引法平成28年改正における５年後見直しに基づく
同法の抜本的改正」を求める意見書

●監査委員を選任するにつき同意しました。
　　　　　　　　　　　　　　　　高砂市米田町　　朝家　修

　ほり　                                                                                                                                                 なおき

●固定資産評価審査委員会委員を選任するにつき同意しました。

　　　　　　　　　　　　　　　　高砂市荒井町　　堀　直樹

　     しおざき  　あつし
　　　　　　　　　　　　　　　　明石市朝霧南町　塩﨑　篤史

人　　　　　事
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高
砂
型
学
校
運
営
協
議
会
の
地
域
へ
の
浸
透
方
法
と
小
中

一
貫
教
育
の
今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て
。

令
和
５
年
度
に
は
学
校
、
委
員
の
皆
さ
ん
へ
学
校
運
営
協
議

会
の
役
割
や
取
組
方
に
つ
い
て
情
報
発
信
、
情
報
共
有
す
る

機
会
と
し
て
の
連
絡
会
を
し
た
り
、
先
進
的
な
取
組
を
学
ぶ
機
会

と
し
て
研
修
会
を
学
校
運
営
協
議
会
に
出
向
い
た
り
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　
保
育
園
、
幼
稚
園
、
こ
ど
も
園
、
小
学
校
、
中
学
校
の
教
職

員
が
意
見
を
出
し
合
い
、
中
学
校
ブ
ロッ
ク
に
お
け
る
目
指
す
子
ど

も
像
を
つ
く
っ
た
り
、
具
体
的
な
取
組
を
検
討
し
た
り
し
て
、
中

学
校
ブ
ロッ
ク
・
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
及
び
推
進
計
画
に
基
づ
き
実

践
し
て
い
る
。

　
今
後
も
地
域
の
子
ど
も
の
学
び
の
積
み
上
げ
や
ス
ム
ー
ズ
な
接

続
を
意
識
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
社
会
を
切
り
拓
く
力
を
育
て
る

た
め
の
一つ
の
手
だ
て
と
し
て
、
将
来
を
見
詰
め
な
が
ら
小
中
一
貫

教
育
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

サ
ン
モ
ー
ル
跡
地
開
発
の
交
渉
の
状
況
と
進
捗
に
つ
い
て

令
和
４
年
５
月
に
相
手
側
代
表
と
面
談
を
行
い
、
６
月
に
市

長
名
で
改
め
て
整
備
計
画
の
公
表
と
、
早
期
着
工
及
び
関
係

者
への
適
切
な
情
報
提
供
を
要
望
す
る
内
容
の
文
書
を
送
付
し
た
。

そ
の
後
、
８
月
に
「
再
開
発
の
計
画
を
進
行
し
て
い
る
」
と
の
回

答
書
が
提
出
さ
れ
、
10
月
に
は
相
手
側
本
社
担
当
者
が
来
庁
し
近

況
の
説
明
を
受
け
た
が
、
公
表
で
き
る
具
体
的
な
内
容
や
進
捗
は

な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
引
き
続
き
整
備
計
画
の
早
期
公
表
と
早
期
着
工
の
実
現
を
強
力

に
申
し
入
れ
る
こ
と
に
加
え
、
高
砂
ハ
イ
ツ
住
民
に
対
し
て
も
明

確
に
説
明
を
行
う
よ
う
申
し
入
れ
て
い

き
た
い
。
進
展
が
あ
れ
ば
地
域
及
び

関
係
者
の
皆
様
へ
適
時
報
告
を
さ
せ
て

い
た
だ
く
。

問問 答答 小
中
学
校
の
教
育
に

つ
い
て
　ほ
か

入
江
　啓
太

高
齢
者
の
生
活
や
移
動
に
つ
い
て
支
援
が
必
要
と
な
っ
て

お
り
、支
え
合
い
づ
く
り
協
議
会
で
議
論
し
て
い
ま
す

が
、気
楽
に
相
談
で
き
る
環
境
づ
く
り
や
支
え
る
側
の
体
制
づ

く
り
に
つ
い
て
の
進
め
方
。

各
地
区
に
お
住
ま
い
の
方
に
地
域
の
困
り
ご
と
を
我
が

事
と
し
て
捉
え
、
地
域
住
民
同
士
の
支
え
合
う
体
制
づ

く
り
に
協
力
、
参
加
い
た
だ
け
る
よ
う
、
事
業
趣
旨
等
に
つ

い
て
根
気
よ
く
説
明
を
行
い
、
普
及
啓
発
や
理
解
促
進
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

　
各
種
団
体
の
皆
様
に
ご
理
解
を
得
な
が
ら
支
援
者
を
増
や

し
、
地
域
で
の
支
え
合
い
の
活
発
な
活
動
を
展
開
す
る
た
め

に
は
、
地
域
課
題
に
つ
い
て
地
域
で
考
え
、
住
民
同
士
で
助

け
合
う
組
織
づ
く
り
の
重
要
性
と
活
動
へ
の
協
力
が
必
要
で

あ
る
と
い
う
意
識
の
涵
養
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考

え
て
い
る
。

自
治
会
、民
生
委
員
、福
祉
委
員
な
ど
担
い
手
不
足
が
深

刻
に
な
っ
て
お
り
、既
存
の
組
織
を
補
完
す
る
た
め
に
、

地
域
運
営
組
織
に
つ
い
て
取
り
組
も
う
と
し
て
い
る
か
。公
民

館
を
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
化
す
る
に
合
わ
せ
て
、行
政
が
地
域

に
寄
り
添
う
体
制
を
検
討
で
き
な
い
か
。

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
に
地
域
の
各
種
団
体
、
多
様
な
世
代
の

皆
さ
ん
を
構
成
員
と
す
る
組
織
の
設
立
を
予
定
し
て
い
る
。

　
市
と
し
て
の
支
援
策
を
研
究
、
検
討
を
行
い
、
地
域
運
営

組
織
に
つ
い
て
は
自
治
会
等
と
も
情
報
共
有
し
て
い
く
。

　
ま
た
、
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
に
は
相
談
窓
口
を
設
置
し
、
行

政
手
続
の
支
援
を
行
う
だ
け
で
な
く
、
地
域
と
市
を
つ
な
ぐ

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
、
地
域
の
住
民
の
気
持
ち
に
寄
り

添
い
、
住
民
と
の
信
頼
関
係
構
築
に
向
け
て
対
話
を
重
ね
な
が

ら
、
地
域
の
課
題
解
決
の
支
援
に
も
取
り
組
ん
で
い
く
。

地
域
課
題
解
決
の
た
め
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

岩
見
　
　明

「
こ
ど
も
ま
ん
な
か
社
会
」の
実
現
に
向
け
、「
子
ど
も
に

と
っ
て
最
善
の
も
の
」を
知
る
第
一
歩
と
し
て
、市
制
70
周

年
を
機
に「
こ
ど
も
議
会
」を
開
催
し
、直
接
子
ど
も
た
ち
の
声

を
聞
い
て
は
ど
う
か
。

地
域
に
お
け
る
様
々
な
課
題
を
解
決
し
、住
み
よ
い
地
域
に

し
て
い
く
た
め
に
は
、特
に
未
来
の
地
域
を
担
う
若
者
の
視

点
・セ
ン
ス
を
生
か
し
た
情
報
発
信
の
方
法
や
施
策
展
開
な
ど

が
重
要
で
あ
る
。

　
ま
ず
は
、「
高
砂
市
子
ど
も・
子
育
て・
若
者
会
議
」や
、大
学

等
と
の
連
携
協
定
の
活
用
な
ど
を
継
続
的
に
実
施
し
て
い
く
も

の
と
し
、議
員
ご
提
案
の
こ
ど
も
議
会
の
実
施
に
関
し
て
は
、調

査・研
究
し
て
い
き
た
い
。

ひ
き
こ
も
り
に
あ
る
人
や
そ
の
家
族
へ
の
支
援
と
し
て
、

①
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
型
の
相
談
支
援
体
制
②
心
の
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
③
安
心
で
き
る
居
場
所
づ
く
り
に
取
り
組
む
べ
き

で
あ
る
。

ご
家
族
や
周
り
の
方
々
と
信
頼
関
係
を
構
築
し
、ご
本

人
と
会
う
機
会
を
粘
り
強
く
つ
く
る
こ
と
で
ア
ウ
ト
リ
ー

チ
支
援
の
実
施
件
数
を
増
や
し
、ひ
き
こ
も
り
状
態
に
あ
る
方

の
社
会
復
帰
と
、そ
の
ご
家
族
の
悩
み
の
解
消
に
努
め
て
い
き

た
い
。

　
心
の
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
事
業
に
つ
い
て
は
、都
道
府
県
等
が

主
体
と
な
っ
て
お
り
、市
内
や
近
隣
等
で
養
成
講
座
が
開
催
さ

れ
る
こ
と
に
な
れ
ば
、積
極
的
に
広
報
等
に
よ
り
周
知
啓
発
を

行
い
、地
域
に
心
の
サ
ポ
ー
タ
ー
と
な
る
方
を
増
や
し
て
い
き

た
い
。

　
安
心
で
き
る
居
場
所
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、様
々
な
社
会
資
源

と
の
連
携
を
図
る
中
で
、居
場
所
を
運
営
す
る
こ
と
が
可
能
な

団
体
を
発
掘
す
る
な
ど
、実
現
の
可
能
性
を
探
っ
て
い
き
た
い
。

□
そ
の
他
質
問
項
目

・
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の
周
知
と
助
成
に
つ
い
て

・
地
域
防
災
力
向
上
の
た
め
に
女
性
防
災
リ
ー
ダ
ー
の

  

育
成
に
つ
い
て

問問 答答 こ
ど
も
ま
ん
な
か
社
会
の

実
現
に
つ
い
て
　ほ
か

春
増
　勝
利

問答問答 生
活
支
援
体
制
整
備
に
つ
い
て

くわしい内容については図書館や各公民館に備え付けられている「兵庫県高砂市議会
定例会会議録」をご覧ください。（3月定例会の会議録は6月に完成する予定です。）一 般 質 問

デ
ジ
タ
ル
庁
が
行
お
う
と
し
て
い
る
法
令
等
の
ア
ナ
ロ

グ
規
制
の
見
直
し
に
つ
い
て
、市
で
も
書
面
や
対
面
主

義
を
な
く
し
て
い
く
た
め
に
は
同
様
の
見
直
し
が
必
要
と
考

え
る
。条
例
や
規
則
な
ど
の
ア
ナ
ロ
グ
規
制
に
つ
い
て
市
で

見
直
し
を
行
う
考
え
に
つ
い
て
伺
う
。

令
和
５
年
１
月
、
岸
田
内
閣
総
理
大
臣
は
、
施
政
方
針

演
説
に
お
い
て
、Ｄ
Ｘ
を
進
め
る
方
針
の一つ
と
し
て
「
ア

ナ
ロ
グ
規
制
の一
括
見
直
し
に
取
り
組
む
」
と
言
及
し
た
。
そ

の
後
、
今
月
７
日
に
は
「
デ
ジ
タ
ル
規
制
改
革
推
進
の一
括
法

案
」
が
衆
議
院
及
び
参
議
院
に
提
出
さ
れ
た
。
国
に
お
け
る

各
種
見
直
し
作
業
に
つ
い
て
は
、
令
和
６
年
６
月
ま
で
を
め

ど
と
し
て
実
施
を
予
定
し
て
い
る
。

　
本
市
に
お
い
て
も
、
ア
ナ
ロ
グ
規
制
の
見
直
し
に
つ
い
て
は

「
高
砂
市
Ｄ
Ｘ
推
進
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
考
え
方
や
「
地
方
公
共
団

体
に
お
け
る
ア
ナ
ロ
グ
規
制
の
点
検
・
見
直
し
マ
ニ
ュ
ア
ル
」、

国
の
「
ア
ナ
ロ
グ
規
制
」
の
取
組
を
勘
案
し
、
取
り
組
む
方

針
で
あ
る
。

　
着
実
に
Ｄ
Ｘ
を
進
め
る
際
に
、
障
壁
と
な
る
ア
ナ
ロ
グ
規

制
に
つ
い
て
は
押
印
廃
止
と
同
様
に
見
直
し
て
い
く
。

　
デ
ジ
タ
ル
活
用
に
戸
惑
い
の
あ
る
方
、
事
業
者
の
皆
様
に

も
配
慮
し
た
、
利
用
者
目
線
に
立
っ
た
便
利
な
手
続
、
使

い
や
す
い
デ
ジ
タ
ル
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
も
認
識
し
て

い
る
。

　
ア
ナ
ロ
グ
規
制
の
目
的
や
デ
ジ
タ
ル
化
の
意
義
を
十
分
理

解
し
て
取
り
組
む
と
と
も
に
、
書
面
や
対
面
の
必
要
性
、
意

義
も
確
認
し
な
が
ら
、Ｄ
Ｘ
に
資
す
る
「
ア
ナ
ロ
グ
規
制
」
を

進
め
て
い
く
。

□
そ
の
他
質
問
項
目

・
市
の
情
報
保
障
に
つ
い
て

問答 市
の
デ
ジ
タ
ル
化

推
進
に
つ
い
て

島
津
　明
香

市
民
説
明
会
や
ア
ン
ケ
ー
ト
の
あ
り
方
、
結
果
の
考

察
、反
映
に
つ
い
て
（
市
民
プ
ー
ル
及
び
歯
列
矯
正
治

療
を
具
体
例
と
し
て
問
う
）ま
た
、子
ど
も
や
子
育
て
の
当

事
者
の
視
点
に
た
っ
た
政
策
立
案
に
向
け
た
意
見
聴
取
に

つ
い
て
。

市
民
プ
ー
ル
廃
止
に
つ
い
て
の
説
明
会
で
は
「
子
育
て
世

代
が
参
加
し
や
す
い
場
所
と
時
間
で
実
施
し
て
ほ
し
い
」

な
ど
の
意
見
も
あ
っ
た
。
プ
ー
ル
廃
止
に
お
い
て
は
学
校
プ
ー

ル
の
活
用
や
室
内
プ
ー
ル
建
設
な
ど
の
意
見
も
あ
り
、
代
替

案
に
つ
い
て
3
月
末
ま
で
に
今
後
の
考
え
方
を
取
り
ま
と
め

る
。
歯
列
矯
正
に
つ
い
て
は
治
療
費
が
高
い
と
い
う
理
由
で

治
療
に
至
っ
て
い
な
い
人
も
お
り
今
後
も
情
報
の
収
集
を
し
て

い
く
。

　
子
ど
も
の
意
見
聴
取
に
つ
い
て
は
子
ど
も
に
関
わ
る
施
策

を
行
う
全
て
の
部
署
に
お
い
て
、
子
ど
も
目
線
の
意
見
を
施

策
に
反
映
で
き
る
よ
う
仕
組
み
や
手
法
を
検
討
し
て
い
く
。

多
方
面
か
ら
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
方
向
性
を
検
討
し
て
い

く
事
が
大
切
で
あ
り
今
後
の
進
め
方
も
検
討
す
る
。

経
膣
エ
コ
ー
検
査
な
ど
健
康
診
断
オ
プ
シ
ョ
ン
項
目
の

追
加
、社
会
的
認
知
及
び
理
解
促
進
・
治
療
に
繋
が
る

周
知
、女
性
の
健
康
課
題
に
取
組
む
企
業
へ
の
支
援
に
つ

い
て
。女

性
特
有
の
健
康
課
題
へ
の
支
援
は
健
康
相
談
や
電
話

相
談
等
、
保
健
師
、
助
産
師
が
対
応
し
、
必
要
な
方
に

受
診
勧
奨
を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
健
康
教
育
と
し
て
講
演

会
の
実
施
等
、
今
後
も
啓
発
に
努
め
る
。
女
性
の
健
康
課
題

解
消
に
取
組
む
企
業
支
援
は
重
要
な
取
組
み
と
考
え
て
い

る
。
女
性
特
有
の
検
査
項
目
追
加
検
討
も
必
要
と
考
え
て

お
り
関
係
機
関
と
協
議
、
調
査
研
究
を
し
て
い
く
。

「
市
民
の
声
」
の
市
政
へ
の

  

反
映
に
つ
い
て
　ほ
か

坂
本
　ま
り

所
有
者
不
明
土
地
の
現
状
把
握
と
課
題
認
識
に
つ
い
て
。

相
続
登
記
の
申
請
が
義
務
化
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
や
、
地

方
の
土
地
ニ
ー
ズ
が
低
下
し
て
い
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
相
続

登
記
が
な
さ
れ
な
い
ま
ま
相
続
が
繰
り
返
さ
れ
、
土
地
共
有
者
も

増
え
て
お
り
、
所
有
者
が
分
か
ら
な
い
土
地
が
全
国
的
に
増
加
し

て
い
る
傾
向
に
あ
る
。

　
所
有
者
不
明
土
地
に
つ
い
て
は
、
全
国
的
な
問
題
と
し
て
顕
在

化
し
て
お
り
、
民
法
を
含
め
た
法
整
備
が
進
み
、
発
生
予
防
や
土

地
利
用
の
円
滑
化
が
図
ら
れ
て
い
る
。

　
今
後
、
高
砂
市
に
お
い
て
も
迅
速
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
、
引

き
続
き
調
査
研
究
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

職
員
の
兼
業
を
積
極
的
に
活
用
で
き
る
風
土
と
仕
組
み
づ

く
り
に
つ
い
て
。

職
員
が
兼
業
を
行
う
場
合
、
本
人
の
申
出
に
よ
り
公
務
の
遂

行
に
支
障
が
生
じ
な
い
こ
と
、
職
務
の
公
正
を
確
保
で
き
る

こ
と
、
職
務
の
品
位
を
損
ね
る
お
そ
れ
が
な
い
こ
と
の
３
点
を
満
た

し
て
い
る
か
に
つ
い
て
、
任
命
権
者
が
慎
重
に
検
討
し
許
可
を
し
て

い
る
。

　
現
在
、
庁
内
グ
ル
ー
プ
ウ
ェア
に
お
い
て
兼
業
を
申
請
す
る
際
の
フ

ロ
ー
図
等
を
掲
載
し
て
い
る
が
、
今
後
は
さ
ら
な
る
周
知
に
努
め
る
と

と
も
に
、
改
定
予
定
の
人
材
育
成
基
本
方
針
に
も
地
域
活
動
で
の
協

働
・パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
通
じ
た
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
つ
い
て
盛
り
込
み
、

多
く
の
職
員
が
様
々
な
活
動
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
、
環
境
づ
く
り

と
働
き
か
け
を
行
って
い
く
。

□
そ
の
他
質
問
項
目

・
固
定
資
産
税
賦
課
・
徴
収
実
務
の
現
状
と
課
題

・
相
続
登
記
義
務
化
な
ど
法
改
正
や
理
解
促
進
に
か
か
る
周
知
広
報

・
管
理
不
全
空
き
家
除
却
に
お
け
る
税
誘
導
手
法
の

  

検
討
状
況

・
下
水
道
等
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
設
置
・
使
用
権
の
ル
ー
ル

  

整
備

・
自
己
啓
発
支
援
制
度
の
創
設

問答 問問答 所
有
者
不
明
土
地

問
題
に
つ
い
て
　ほ
か

芝
本
　鎮
彰

問問 答答 女
性
活
躍
推
進
　女
性
特
有
の

健
康
課
題
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て

地
域
づ
く
り
の
た
め
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
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高
砂
型
学
校
運
営
協
議
会
の
地
域
へ
の
浸
透
方
法
と
小
中

一
貫
教
育
の
今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て
。

令
和
５
年
度
に
は
学
校
、
委
員
の
皆
さ
ん
へ
学
校
運
営
協
議

会
の
役
割
や
取
組
方
に
つ
い
て
情
報
発
信
、
情
報
共
有
す
る

機
会
と
し
て
の
連
絡
会
を
し
た
り
、
先
進
的
な
取
組
を
学
ぶ
機
会

と
し
て
研
修
会
を
学
校
運
営
協
議
会
に
出
向
い
た
り
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　
保
育
園
、
幼
稚
園
、
こ
ど
も
園
、
小
学
校
、
中
学
校
の
教
職

員
が
意
見
を
出
し
合
い
、
中
学
校
ブ
ロッ
ク
に
お
け
る
目
指
す
子
ど

も
像
を
つ
く
っ
た
り
、
具
体
的
な
取
組
を
検
討
し
た
り
し
て
、
中

学
校
ブ
ロッ
ク
・
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
及
び
推
進
計
画
に
基
づ
き
実

践
し
て
い
る
。

　
今
後
も
地
域
の
子
ど
も
の
学
び
の
積
み
上
げ
や
ス
ム
ー
ズ
な
接

続
を
意
識
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
社
会
を
切
り
拓
く
力
を
育
て
る

た
め
の
一つ
の
手
だ
て
と
し
て
、
将
来
を
見
詰
め
な
が
ら
小
中
一
貫

教
育
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

サ
ン
モ
ー
ル
跡
地
開
発
の
交
渉
の
状
況
と
進
捗
に
つ
い
て

令
和
４
年
５
月
に
相
手
側
代
表
と
面
談
を
行
い
、
６
月
に
市

長
名
で
改
め
て
整
備
計
画
の
公
表
と
、
早
期
着
工
及
び
関
係

者
への
適
切
な
情
報
提
供
を
要
望
す
る
内
容
の
文
書
を
送
付
し
た
。

そ
の
後
、
８
月
に
「
再
開
発
の
計
画
を
進
行
し
て
い
る
」
と
の
回

答
書
が
提
出
さ
れ
、
10
月
に
は
相
手
側
本
社
担
当
者
が
来
庁
し
近

況
の
説
明
を
受
け
た
が
、
公
表
で
き
る
具
体
的
な
内
容
や
進
捗
は

な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
引
き
続
き
整
備
計
画
の
早
期
公
表
と
早
期
着
工
の
実
現
を
強
力

に
申
し
入
れ
る
こ
と
に
加
え
、
高
砂
ハ
イ
ツ
住
民
に
対
し
て
も
明

確
に
説
明
を
行
う
よ
う
申
し
入
れ
て
い

き
た
い
。
進
展
が
あ
れ
ば
地
域
及
び

関
係
者
の
皆
様
へ
適
時
報
告
を
さ
せ
て

い
た
だ
く
。

問問 答答 小
中
学
校
の
教
育
に

つ
い
て
　ほ
か

入
江
　啓
太

高
齢
者
の
生
活
や
移
動
に
つ
い
て
支
援
が
必
要
と
な
っ
て

お
り
、支
え
合
い
づ
く
り
協
議
会
で
議
論
し
て
い
ま
す

が
、気
楽
に
相
談
で
き
る
環
境
づ
く
り
や
支
え
る
側
の
体
制
づ

く
り
に
つ
い
て
の
進
め
方
。

各
地
区
に
お
住
ま
い
の
方
に
地
域
の
困
り
ご
と
を
我
が

事
と
し
て
捉
え
、
地
域
住
民
同
士
の
支
え
合
う
体
制
づ

く
り
に
協
力
、
参
加
い
た
だ
け
る
よ
う
、
事
業
趣
旨
等
に
つ

い
て
根
気
よ
く
説
明
を
行
い
、
普
及
啓
発
や
理
解
促
進
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

　
各
種
団
体
の
皆
様
に
ご
理
解
を
得
な
が
ら
支
援
者
を
増
や

し
、
地
域
で
の
支
え
合
い
の
活
発
な
活
動
を
展
開
す
る
た
め

に
は
、
地
域
課
題
に
つ
い
て
地
域
で
考
え
、
住
民
同
士
で
助

け
合
う
組
織
づ
く
り
の
重
要
性
と
活
動
へ
の
協
力
が
必
要
で

あ
る
と
い
う
意
識
の
涵
養
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考

え
て
い
る
。

自
治
会
、民
生
委
員
、福
祉
委
員
な
ど
担
い
手
不
足
が
深

刻
に
な
っ
て
お
り
、既
存
の
組
織
を
補
完
す
る
た
め
に
、

地
域
運
営
組
織
に
つ
い
て
取
り
組
も
う
と
し
て
い
る
か
。公
民

館
を
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
化
す
る
に
合
わ
せ
て
、行
政
が
地
域

に
寄
り
添
う
体
制
を
検
討
で
き
な
い
か
。

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
に
地
域
の
各
種
団
体
、
多
様
な
世
代
の

皆
さ
ん
を
構
成
員
と
す
る
組
織
の
設
立
を
予
定
し
て
い
る
。

　
市
と
し
て
の
支
援
策
を
研
究
、
検
討
を
行
い
、
地
域
運
営

組
織
に
つ
い
て
は
自
治
会
等
と
も
情
報
共
有
し
て
い
く
。

　
ま
た
、
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
に
は
相
談
窓
口
を
設
置
し
、
行

政
手
続
の
支
援
を
行
う
だ
け
で
な
く
、
地
域
と
市
を
つ
な
ぐ

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
、
地
域
の
住
民
の
気
持
ち
に
寄
り

添
い
、
住
民
と
の
信
頼
関
係
構
築
に
向
け
て
対
話
を
重
ね
な
が

ら
、
地
域
の
課
題
解
決
の
支
援
に
も
取
り
組
ん
で
い
く
。

地
域
課
題
解
決
の
た
め
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

岩
見
　
　明

「
こ
ど
も
ま
ん
な
か
社
会
」の
実
現
に
向
け
、「
子
ど
も
に

と
っ
て
最
善
の
も
の
」を
知
る
第
一
歩
と
し
て
、市
制
70
周

年
を
機
に「
こ
ど
も
議
会
」を
開
催
し
、直
接
子
ど
も
た
ち
の
声

を
聞
い
て
は
ど
う
か
。

地
域
に
お
け
る
様
々
な
課
題
を
解
決
し
、住
み
よ
い
地
域
に

し
て
い
く
た
め
に
は
、特
に
未
来
の
地
域
を
担
う
若
者
の
視

点
・セ
ン
ス
を
生
か
し
た
情
報
発
信
の
方
法
や
施
策
展
開
な
ど

が
重
要
で
あ
る
。

　
ま
ず
は
、「
高
砂
市
子
ど
も・
子
育
て・
若
者
会
議
」や
、大
学

等
と
の
連
携
協
定
の
活
用
な
ど
を
継
続
的
に
実
施
し
て
い
く
も

の
と
し
、議
員
ご
提
案
の
こ
ど
も
議
会
の
実
施
に
関
し
て
は
、調

査・研
究
し
て
い
き
た
い
。

ひ
き
こ
も
り
に
あ
る
人
や
そ
の
家
族
へ
の
支
援
と
し
て
、

①
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
型
の
相
談
支
援
体
制
②
心
の
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
③
安
心
で
き
る
居
場
所
づ
く
り
に
取
り
組
む
べ
き

で
あ
る
。

ご
家
族
や
周
り
の
方
々
と
信
頼
関
係
を
構
築
し
、ご
本

人
と
会
う
機
会
を
粘
り
強
く
つ
く
る
こ
と
で
ア
ウ
ト
リ
ー

チ
支
援
の
実
施
件
数
を
増
や
し
、ひ
き
こ
も
り
状
態
に
あ
る
方

の
社
会
復
帰
と
、そ
の
ご
家
族
の
悩
み
の
解
消
に
努
め
て
い
き

た
い
。

　
心
の
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
事
業
に
つ
い
て
は
、都
道
府
県
等
が

主
体
と
な
っ
て
お
り
、市
内
や
近
隣
等
で
養
成
講
座
が
開
催
さ

れ
る
こ
と
に
な
れ
ば
、積
極
的
に
広
報
等
に
よ
り
周
知
啓
発
を

行
い
、地
域
に
心
の
サ
ポ
ー
タ
ー
と
な
る
方
を
増
や
し
て
い
き

た
い
。

　
安
心
で
き
る
居
場
所
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、様
々
な
社
会
資
源

と
の
連
携
を
図
る
中
で
、居
場
所
を
運
営
す
る
こ
と
が
可
能
な

団
体
を
発
掘
す
る
な
ど
、実
現
の
可
能
性
を
探
っ
て
い
き
た
い
。

□
そ
の
他
質
問
項
目

・
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の
周
知
と
助
成
に
つ
い
て

・
地
域
防
災
力
向
上
の
た
め
に
女
性
防
災
リ
ー
ダ
ー
の

  

育
成
に
つ
い
て

問問 答答 こ
ど
も
ま
ん
な
か
社
会
の

実
現
に
つ
い
て
　ほ
か

春
増
　勝
利

問答問答 生
活
支
援
体
制
整
備
に
つ
い
て

くわしい内容については図書館や各公民館に備え付けられている「兵庫県高砂市議会
定例会会議録」をご覧ください。（3月定例会の会議録は6月に完成する予定です。）一 般 質 問

デ
ジ
タ
ル
庁
が
行
お
う
と
し
て
い
る
法
令
等
の
ア
ナ
ロ

グ
規
制
の
見
直
し
に
つ
い
て
、市
で
も
書
面
や
対
面
主

義
を
な
く
し
て
い
く
た
め
に
は
同
様
の
見
直
し
が
必
要
と
考

え
る
。条
例
や
規
則
な
ど
の
ア
ナ
ロ
グ
規
制
に
つ
い
て
市
で

見
直
し
を
行
う
考
え
に
つ
い
て
伺
う
。

令
和
５
年
１
月
、
岸
田
内
閣
総
理
大
臣
は
、
施
政
方
針

演
説
に
お
い
て
、Ｄ
Ｘ
を
進
め
る
方
針
の一つ
と
し
て
「
ア

ナ
ロ
グ
規
制
の一
括
見
直
し
に
取
り
組
む
」
と
言
及
し
た
。
そ

の
後
、
今
月
７
日
に
は
「
デ
ジ
タ
ル
規
制
改
革
推
進
の一
括
法

案
」
が
衆
議
院
及
び
参
議
院
に
提
出
さ
れ
た
。
国
に
お
け
る

各
種
見
直
し
作
業
に
つ
い
て
は
、
令
和
６
年
６
月
ま
で
を
め

ど
と
し
て
実
施
を
予
定
し
て
い
る
。

　
本
市
に
お
い
て
も
、
ア
ナ
ロ
グ
規
制
の
見
直
し
に
つ
い
て
は

「
高
砂
市
Ｄ
Ｘ
推
進
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
考
え
方
や
「
地
方
公
共
団

体
に
お
け
る
ア
ナ
ロ
グ
規
制
の
点
検
・
見
直
し
マ
ニ
ュ
ア
ル
」、

国
の
「
ア
ナ
ロ
グ
規
制
」
の
取
組
を
勘
案
し
、
取
り
組
む
方

針
で
あ
る
。

　
着
実
に
Ｄ
Ｘ
を
進
め
る
際
に
、
障
壁
と
な
る
ア
ナ
ロ
グ
規

制
に
つ
い
て
は
押
印
廃
止
と
同
様
に
見
直
し
て
い
く
。

　
デ
ジ
タ
ル
活
用
に
戸
惑
い
の
あ
る
方
、
事
業
者
の
皆
様
に

も
配
慮
し
た
、
利
用
者
目
線
に
立
っ
た
便
利
な
手
続
、
使

い
や
す
い
デ
ジ
タ
ル
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
も
認
識
し
て

い
る
。

　
ア
ナ
ロ
グ
規
制
の
目
的
や
デ
ジ
タ
ル
化
の
意
義
を
十
分
理

解
し
て
取
り
組
む
と
と
も
に
、
書
面
や
対
面
の
必
要
性
、
意

義
も
確
認
し
な
が
ら
、Ｄ
Ｘ
に
資
す
る
「
ア
ナ
ロ
グ
規
制
」
を

進
め
て
い
く
。

□
そ
の
他
質
問
項
目

・
市
の
情
報
保
障
に
つ
い
て

問答 市
の
デ
ジ
タ
ル
化

推
進
に
つ
い
て

島
津
　明
香

市
民
説
明
会
や
ア
ン
ケ
ー
ト
の
あ
り
方
、
結
果
の
考

察
、反
映
に
つ
い
て
（
市
民
プ
ー
ル
及
び
歯
列
矯
正
治

療
を
具
体
例
と
し
て
問
う
）ま
た
、子
ど
も
や
子
育
て
の
当

事
者
の
視
点
に
た
っ
た
政
策
立
案
に
向
け
た
意
見
聴
取
に

つ
い
て
。

市
民
プ
ー
ル
廃
止
に
つ
い
て
の
説
明
会
で
は
「
子
育
て
世

代
が
参
加
し
や
す
い
場
所
と
時
間
で
実
施
し
て
ほ
し
い
」

な
ど
の
意
見
も
あ
っ
た
。
プ
ー
ル
廃
止
に
お
い
て
は
学
校
プ
ー

ル
の
活
用
や
室
内
プ
ー
ル
建
設
な
ど
の
意
見
も
あ
り
、
代
替

案
に
つ
い
て
3
月
末
ま
で
に
今
後
の
考
え
方
を
取
り
ま
と
め

る
。
歯
列
矯
正
に
つ
い
て
は
治
療
費
が
高
い
と
い
う
理
由
で

治
療
に
至
っ
て
い
な
い
人
も
お
り
今
後
も
情
報
の
収
集
を
し
て

い
く
。

　
子
ど
も
の
意
見
聴
取
に
つ
い
て
は
子
ど
も
に
関
わ
る
施
策

を
行
う
全
て
の
部
署
に
お
い
て
、
子
ど
も
目
線
の
意
見
を
施

策
に
反
映
で
き
る
よ
う
仕
組
み
や
手
法
を
検
討
し
て
い
く
。

多
方
面
か
ら
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
方
向
性
を
検
討
し
て
い

く
事
が
大
切
で
あ
り
今
後
の
進
め
方
も
検
討
す
る
。

経
膣
エ
コ
ー
検
査
な
ど
健
康
診
断
オ
プ
シ
ョ
ン
項
目
の

追
加
、社
会
的
認
知
及
び
理
解
促
進
・
治
療
に
繋
が
る

周
知
、女
性
の
健
康
課
題
に
取
組
む
企
業
へ
の
支
援
に
つ

い
て
。女

性
特
有
の
健
康
課
題
へ
の
支
援
は
健
康
相
談
や
電
話

相
談
等
、
保
健
師
、
助
産
師
が
対
応
し
、
必
要
な
方
に

受
診
勧
奨
を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
健
康
教
育
と
し
て
講
演

会
の
実
施
等
、
今
後
も
啓
発
に
努
め
る
。
女
性
の
健
康
課
題

解
消
に
取
組
む
企
業
支
援
は
重
要
な
取
組
み
と
考
え
て
い

る
。
女
性
特
有
の
検
査
項
目
追
加
検
討
も
必
要
と
考
え
て

お
り
関
係
機
関
と
協
議
、
調
査
研
究
を
し
て
い
く
。

「
市
民
の
声
」
の
市
政
へ
の

  

反
映
に
つ
い
て
　ほ
か

坂
本
　ま
り

所
有
者
不
明
土
地
の
現
状
把
握
と
課
題
認
識
に
つ
い
て
。

相
続
登
記
の
申
請
が
義
務
化
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
や
、
地

方
の
土
地
ニ
ー
ズ
が
低
下
し
て
い
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
相
続

登
記
が
な
さ
れ
な
い
ま
ま
相
続
が
繰
り
返
さ
れ
、
土
地
共
有
者
も

増
え
て
お
り
、
所
有
者
が
分
か
ら
な
い
土
地
が
全
国
的
に
増
加
し

て
い
る
傾
向
に
あ
る
。

　
所
有
者
不
明
土
地
に
つ
い
て
は
、
全
国
的
な
問
題
と
し
て
顕
在

化
し
て
お
り
、
民
法
を
含
め
た
法
整
備
が
進
み
、
発
生
予
防
や
土

地
利
用
の
円
滑
化
が
図
ら
れ
て
い
る
。

　
今
後
、
高
砂
市
に
お
い
て
も
迅
速
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
、
引

き
続
き
調
査
研
究
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

職
員
の
兼
業
を
積
極
的
に
活
用
で
き
る
風
土
と
仕
組
み
づ

く
り
に
つ
い
て
。

職
員
が
兼
業
を
行
う
場
合
、
本
人
の
申
出
に
よ
り
公
務
の
遂

行
に
支
障
が
生
じ
な
い
こ
と
、
職
務
の
公
正
を
確
保
で
き
る

こ
と
、
職
務
の
品
位
を
損
ね
る
お
そ
れ
が
な
い
こ
と
の
３
点
を
満
た

し
て
い
る
か
に
つ
い
て
、
任
命
権
者
が
慎
重
に
検
討
し
許
可
を
し
て

い
る
。

　
現
在
、
庁
内
グ
ル
ー
プ
ウ
ェア
に
お
い
て
兼
業
を
申
請
す
る
際
の
フ

ロ
ー
図
等
を
掲
載
し
て
い
る
が
、
今
後
は
さ
ら
な
る
周
知
に
努
め
る
と

と
も
に
、
改
定
予
定
の
人
材
育
成
基
本
方
針
に
も
地
域
活
動
で
の
協

働
・パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
通
じ
た
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
つ
い
て
盛
り
込
み
、

多
く
の
職
員
が
様
々
な
活
動
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
、
環
境
づ
く
り

と
働
き
か
け
を
行
って
い
く
。

□
そ
の
他
質
問
項
目

・
固
定
資
産
税
賦
課
・
徴
収
実
務
の
現
状
と
課
題

・
相
続
登
記
義
務
化
な
ど
法
改
正
や
理
解
促
進
に
か
か
る
周
知
広
報

・
管
理
不
全
空
き
家
除
却
に
お
け
る
税
誘
導
手
法
の

  

検
討
状
況

・
下
水
道
等
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
設
置
・
使
用
権
の
ル
ー
ル

  

整
備

・
自
己
啓
発
支
援
制
度
の
創
設

問答 問問答 所
有
者
不
明
土
地

問
題
に
つ
い
て
　ほ
か

芝
本
　鎮
彰

問問 答答 女
性
活
躍
推
進
　女
性
特
有
の

健
康
課
題
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て

地
域
づ
く
り
の
た
め
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
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子
ど
も
の
貧
困
対
策
と
し
て
の

学
習
支
援
の
考
え
方
は

特
別
障
害
者
手
当
に
つ
い
て

外
国
人
児
童
生
徒
へ
の
支
援
に
つ
い
て

広
域
連
携
の
推
進

総
合
計
画
は
大
樹
の
根
と
幹
で
あ
り
、枝
葉
で
あ
る
個
別
計

画
の
活
性
化
を
図
る
た
め
に
栄
養
を
吸
い
上
げ
、送
り
、そ

こ
で
創
ら
れ
た
栄
養
源
で
ま
た
幹
や
根
で
あ
る
そ
れ
が
元
気
に

な
る
プ
ラ
ス
の
循
環
を
起
こ
す
こ
と
で
あ
る
と
認
識
し
ま
す
。

本
市
に
お
い
て
は
基
本
構
想
及
び
基
本
計
画
を
総
合
計
画

と
し
て
定
め
、「
総
合
政
策
に
関
す
る
条
例
」
に
基
づ
き
第

５
次
高
砂
市
総
合
計
画
を
策
定
し
た
。

　
市
は
そ
の
運
営
に
お
い
て
総
合
的
か
つ
効
率
的
に
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
市
行
政
の
存
在
意
義
そ
の
も
の

で
あ
り
、
市
民
に
対
す
る
責
任
で
も
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
日
々
の
業
務
を
執
行
し
、
各
個
別
計
画
を
策
定
す
る
職
員
の

理
解
及
び
浸
透
が
あ
る
こ
と
で
、
政
策
や
事
業
の
提
案
、
取
組

や
行
動
の
改
善
、
そ
し
て
変
革
に
つ
な
が
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
議
決
を
い
た
だ
い
た
総
合
計
画
は
、
市
の
基
本
的
な
指
針
で

あ
り
、
最
上
位
計
画
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
市
政
運
営
に
お
い

て
有
効
に
活
用
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

地
域
に
お
い
て
、互
い
の
特
性
と
規
模
の
メ
リ
ッ
ト
を
活
か

し
、中
核
性
を
備
え
る
圏
域
に
お
い
て
市
町
が
連
携
し
、コ

ン
パ
ク
ト
化
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
に
よ
り
、人
口
減
少
・
少
子
高

齢
化
に
お
い
て
も
一
定
の
人
口
を
確
保
し
、活
力
あ
る
社
会
経
済

を
維
持
す
る
た
め
の
拠
点
形
成
で
あ
り
ま
す
。

人
口
が
減
少
す
る
中
に
あ
っ
て
も
、
住
民
が
安
心
し
て
快

適
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
圏
域
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

中
核
市
で
あ
る
姫
路
市
を
連
携
中
枢
都
市
と
し
て
、
８
市
８
町

で
播
磨
圏
域
連
携
中
枢
都
市
圏
を
形
成
し
て
い
る
。

　
播
磨
圏
域
中
枢
都
市
圏
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
55
項
目
の
連
携
事
業

を
設
け
て
お
り
、
本
市
で
は
そ
の
う
ち
43
項
目
の
事
業
で
連
携

を
行
っ
て
い
る
。

問答問答 総
合
計
画
の
形
骸
化
を
防
ぐ

カ
ギ
は
「
ト
ー
タ
ル
シ
ス
テ
ム
の
運
用
」
横
田
　
英
樹

長
引
く
物
価
高
騰
の
影
響
で
、給
食
費
の
無
償
化
は
切
実
な

要
望
で
あ
る
。安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
ら
れ
る
高
砂

市
政
実
現
の
た
め
に
、教
育
費
の
負
担
軽
減
を
求
め
る
。

学
校
給
食
費
に
つ
い
て
は
、
人
件
費
及
び
学
校
給
食
の
実
施
に
必

要
な
施
設
及
び
設
備
に
要
す
る
経
費
以
外
を
学
校
給
食
費
と
し
て

保
護
者
に
負
担
し
て
い
た
だ
く
考
え
で
あ
る
。

　
学
校
給
食
費
の
完
全
無
償
化
に
は
、
約
３
億
円
の一般
財
源
が
新
た

に
毎
年
必
要
と
な
る
の
で
、
現
時
点
で
は
実
施
の
予
定
は
な
い
。

　
今
後
も
児
童
生
徒
の
健
康
増
進
と
食
育
の
推
進
を
図
る
た
め
に
、
引

き
続
き
安
全
・
安
心
な
学
校
給
食
の
提
供
を
行
う
よ
う
努
力
し
て
い
く
。

「
特
別
障
が
い
者
手
当
」は
障
が
い
者
手
帳
を
持
っ
て
い
な
い
要
介

護
四
・
五
の
方
に
も
使
え
る
場
合
が
あ
り
、丁
寧
な
周
知
を
求
め
る
。

特
別
障
害
者
手
当
認
定
基
準
は
非
常
に
複
雑
で
、
認
定
方
法

も
多
岐
に
わ
た
って
い
る
。

　
認
定
に
当
た
っ
て
は
、
診
断
書
の
様
式
も
異
な
る
た
め
、
職
員
が
丁

寧
に
ご
本
人
の
状
況
を
聴
取
し
、
基
準
に
該
当
す
る
可
能
性
が
あ
る
か

を
判
断
し
た
上
で
手
続
・
支
援
を
行
って
い
る
。

　
申
請
に
必
要
な
診
断
書
は
有
料
で
あ
り
、
重
度
の
要
介
護
者
の
方
が

受
診
す
る
に
は
大
変
な
ご
苦
労
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
受
診
し
て
、
仮

に
申
請
却
下
と
な
っ
た
場
合
、
多
大
な
負
担
が
発
生
す
る
こ
と
と
な
る
。

　
制
度
に
該
当
す
る
可
能
性
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
は
、
大

変
重
要
と
の
考
え
か
ら
、
特
別
障
害
者
手
当
の
制
度
や
認
定
基
準

の
概
要
に
つ
い
て
、
分
か
り
や
す
く
ま
と
め
た

チ
ラ
シ
を
作
成
し
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
る
。

□
そ
の
他
質
問
項
目

・
国
民
健
康
保
険
料
と
介
護
保
険
料
の

  

引
き
下
げ
を
求
め
る
。

・
就
学
援
助
制
度
の
周
知
を
。

子
ど
も
や
高
齢
者
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
高
砂
市
に
つ
い
て

大
西
　
由
紀

こ
れ
ま
で
何
年
も
、こ
ど
も
の
貧
困
対
策
の
学
習
支
援
に
つ

い
て
、何
回
も
全
国
や
県
内
等
の
事
例
を
紹
介
し
、高
砂
市

の
対
応
を
求
め
て
き
た
。早
急
に
対
応
を
求
め
た
い
。

こ
れ
ま
で
も
塾
型
や
家
庭
教
師
型
、
子
ど
も
の
居
場
所
で

あ
る
子
ど
も
食
堂
と
連
携
し
て
の
実
施
な
ど
、
子
ど
も
の

学
習
・
生
活
支
援
事
業
の
実
施
方
法
や
、
対
象
と
す
る
学
年

や
そ
の
属
す
る
世
帯
の
所
得
要
件
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
て

き
た
。

　
子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
係
る
取
組
み
を
総
合
的
、
か
つ
計
画

的
に
行
え
る
よ
う
、
関
係
部
署
で
構
成
す
る
子
ど
も
の
貧
困
対

策
検
討
会
に
お
い
て
、
子
ど
も
の
学
習
・
生
活
支
援
事
業
の
実

施
に
向
け
、
実
施
方
法
や
対
象
要
件
、
開
催
場
所
、
周
知
等
に

つ
い
て
検
討
を
行
っ
て
い
く
。

高
砂
市
も
予
算
や
人
材
を
確
保
し
て
、外
国
人
児
童
生
徒
へ

の
支
援
に
つ
い
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。今
後

の
高
砂
市
の
対
応
や
考
え
方
を
伺
う
。

令
和
５
年
度
か
ら
、
ま
ず
は
携
帯
型
多
言
語
翻
訳
機
を
導

入
し
、
児
童
生
徒
や
保
護
者
に
対
す
る
支
援
を
行
っ
て
い

く
予
定
で
あ
る
。
外
国
人
児
童
生
徒
の
、
日
本
語
の
習
得
状
況

に
応
じ
、
指
導
内
容
や
方
法
を
工
夫
し
、
進
路
を
見
据
え
た
指

導
や
支
援
を
行
え
る
体
制
づ
く
り
に
つ
い
て
、
他
市
町
の
取
組

も
参
考
に
し
て
研
究
し
て
い
く
。

　
日
本
語
指
導
員
の
人
材
確
保
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
市
長

部
局
と
協
議
を
進
め
て
い
く
。

　
今
後
も
各
学
校
へ
出
向
き
、
日
本
語
指
導
を
必
要
と
す
る
児

童
生
徒
の
状
況
や
課
題
の
把
握
に
努
め
て
い
く
。

大
塩
・
曽
根
線
や
高
須
・
松
村
線
な
ど
の
都
市
計
画
道
路

の
実
現
に
向
け
た
積
極
的
な
取
り
組
み
と
渋
滞
が
慢
性
化

し
て
い
る
国
道
・
県
道
・
市
道
の
拡
幅
と
右
折
レ
ー
ン
設
置
な

ど
の
交
差
点
改
良
を
計
画
的
に
整
備
す
る
こ
と
で
、
生
活
道
路

な
ど
へ
の
迂
回
車
両
の
減
少
に
繋
げ
る
べ
き
だ
が
、
市
の
考
え

方
を
問
う
。

大
塩
・
曽
根
線
に
つ
い
て
は
、
播
磨
臨
海
地
域
道
路
と
ど

の
よ
う
に
連
絡
さ
せ
る
の
か
、
高
須
・
松
村
線
と
海
岸
線

の
整
備
に
つ
い
て
は
、
播
磨
臨
海
地
域
道
路
と
同
時
に
整
備
で

き
る
よ
う
、
県
及
び
姫
路
市
と
協
議
を
行
っ
て
い
く
。

　
生
活
道
路
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
沿
道
に
お
住
ま
い
の
方
々

と
共
に
路
線
ご
と
の
必
要
性
を
精
査
し
、
安
全
対
策
に
も
配
慮

し
な
が
ら
整
備
を
推
進
し
た
い
。

旧
市
街
地
に
は
狭
あ
い
道
路
と
共
に
、
道
幅
１
ｍ
ほ
ど
の

通
路
も
存
在
し
、
経
年
劣
化
で
舗
装
が
傷
み
、
高
齢
者
の

外
出
時
や
雨
水
排
水
に
も
支
障
が
出
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
通
路
に
つ
い
て
も
定
期
的
な
点
検
と
舗
装
再
整

備
を
計
画
的
に
進
め
て
は
ど
う
か
。

狭
あ
い
道
路
の
拡
幅
に
つ
い
て
は
、
建
て
替
え
の
際
に
道

路
後
退
用
地
の
寄
附
の
協
力
を
お
願
い
し
て
お
り
、
寄
附

の
申
出
を
受
け
た
箇
所
は
、
市
が
測
量
と
道
路
整
備
を
行
っ
て

い
る
。

　
引
き
続
き
、
狭
あ
い
道
路
の
沿
道
に
対
す
る
啓
発
を
行
い
、

道
路
が
拡
幅
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
利
便
性
や
安
全
性
の
向
上
を

周
知
し
、
協
力
依
頼
を
行
っ
て
い
く
。

　
ま
た
、
舗
装
の
傷
み
な
ど
に
つ
い
て
市
民
か
ら
要
望
・
意
見

等
が
あ
れ
ば
、
現
地
調
査
を
行
い
、
周
辺
状
況
や
交
通
量
な
ど

を
考
慮
し
、
必
要
性
を
検
討
し
た
上
で
効
率
的
な
補
修
や
整
備

を
行
い
、
安
全
に
通
行
で
き
る
道
路
維
持
管
理
を
行
っ
て
い
く
。

問問 答答 安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の

道
路
網
整
備
に
つ
い
て

藤
森
　
　
誠
　

問問 答答 子
ど
も
・
子
育
て
学
習
支
援

に
つ
い
て
　ほ
か

鈴
木
　
利
信

問問 答答

高砂市議会は「市民に開かれた議会」
を目指すために、定例会中の本会議（ラ
イブ・録画配信）と委員会（ライブ）を配
信しておりますので、ぜひご覧ください。

本会議・委員会をインターネットで放映中！

ライブ中継はこちらから
ご覧になれます。

議案質疑とは
議案などの内容について疑問点などを問いただします。

3月定例会では、構成員が2人以上の会派ごとに、議員が各会派を代表して、市長の施政方針や予算編成方針等に
対して質問をします。

代表質問とは

議案と関係なく市の行政事務全般に関する質問や将来に対する方針などについて質問します。
定例会ごとに1人40分以内で一般質問の機会を設けています。

一般質問とは
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子
ど
も
の
貧
困
対
策
と
し
て
の

学
習
支
援
の
考
え
方
は

特
別
障
害
者
手
当
に
つ
い
て

外
国
人
児
童
生
徒
へ
の
支
援
に
つ
い
て

広
域
連
携
の
推
進

総
合
計
画
は
大
樹
の
根
と
幹
で
あ
り
、枝
葉
で
あ
る
個
別
計

画
の
活
性
化
を
図
る
た
め
に
栄
養
を
吸
い
上
げ
、送
り
、そ

こ
で
創
ら
れ
た
栄
養
源
で
ま
た
幹
や
根
で
あ
る
そ
れ
が
元
気
に

な
る
プ
ラ
ス
の
循
環
を
起
こ
す
こ
と
で
あ
る
と
認
識
し
ま
す
。

本
市
に
お
い
て
は
基
本
構
想
及
び
基
本
計
画
を
総
合
計
画

と
し
て
定
め
、「
総
合
政
策
に
関
す
る
条
例
」
に
基
づ
き
第

５
次
高
砂
市
総
合
計
画
を
策
定
し
た
。

　
市
は
そ
の
運
営
に
お
い
て
総
合
的
か
つ
効
率
的
に
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
市
行
政
の
存
在
意
義
そ
の
も
の

で
あ
り
、
市
民
に
対
す
る
責
任
で
も
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
日
々
の
業
務
を
執
行
し
、
各
個
別
計
画
を
策
定
す
る
職
員
の

理
解
及
び
浸
透
が
あ
る
こ
と
で
、
政
策
や
事
業
の
提
案
、
取
組

や
行
動
の
改
善
、
そ
し
て
変
革
に
つ
な
が
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
議
決
を
い
た
だ
い
た
総
合
計
画
は
、
市
の
基
本
的
な
指
針
で

あ
り
、
最
上
位
計
画
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
市
政
運
営
に
お
い

て
有
効
に
活
用
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

地
域
に
お
い
て
、互
い
の
特
性
と
規
模
の
メ
リ
ッ
ト
を
活
か

し
、中
核
性
を
備
え
る
圏
域
に
お
い
て
市
町
が
連
携
し
、コ

ン
パ
ク
ト
化
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
に
よ
り
、人
口
減
少
・
少
子
高

齢
化
に
お
い
て
も
一
定
の
人
口
を
確
保
し
、活
力
あ
る
社
会
経
済

を
維
持
す
る
た
め
の
拠
点
形
成
で
あ
り
ま
す
。

人
口
が
減
少
す
る
中
に
あ
っ
て
も
、
住
民
が
安
心
し
て
快

適
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
圏
域
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

中
核
市
で
あ
る
姫
路
市
を
連
携
中
枢
都
市
と
し
て
、
８
市
８
町

で
播
磨
圏
域
連
携
中
枢
都
市
圏
を
形
成
し
て
い
る
。

　
播
磨
圏
域
中
枢
都
市
圏
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
55
項
目
の
連
携
事
業

を
設
け
て
お
り
、
本
市
で
は
そ
の
う
ち
43
項
目
の
事
業
で
連
携

を
行
っ
て
い
る
。

問答問答 総
合
計
画
の
形
骸
化
を
防
ぐ

カ
ギ
は
「
ト
ー
タ
ル
シ
ス
テ
ム
の
運
用
」
横
田
　
英
樹

長
引
く
物
価
高
騰
の
影
響
で
、給
食
費
の
無
償
化
は
切
実
な

要
望
で
あ
る
。安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
ら
れ
る
高
砂

市
政
実
現
の
た
め
に
、教
育
費
の
負
担
軽
減
を
求
め
る
。

学
校
給
食
費
に
つ
い
て
は
、
人
件
費
及
び
学
校
給
食
の
実
施
に
必

要
な
施
設
及
び
設
備
に
要
す
る
経
費
以
外
を
学
校
給
食
費
と
し
て

保
護
者
に
負
担
し
て
い
た
だ
く
考
え
で
あ
る
。

　
学
校
給
食
費
の
完
全
無
償
化
に
は
、
約
３
億
円
の一般
財
源
が
新
た

に
毎
年
必
要
と
な
る
の
で
、
現
時
点
で
は
実
施
の
予
定
は
な
い
。

　
今
後
も
児
童
生
徒
の
健
康
増
進
と
食
育
の
推
進
を
図
る
た
め
に
、
引

き
続
き
安
全
・
安
心
な
学
校
給
食
の
提
供
を
行
う
よ
う
努
力
し
て
い
く
。

「
特
別
障
が
い
者
手
当
」は
障
が
い
者
手
帳
を
持
っ
て
い
な
い
要
介

護
四
・
五
の
方
に
も
使
え
る
場
合
が
あ
り
、丁
寧
な
周
知
を
求
め
る
。

特
別
障
害
者
手
当
認
定
基
準
は
非
常
に
複
雑
で
、
認
定
方
法

も
多
岐
に
わ
た
って
い
る
。

　
認
定
に
当
た
っ
て
は
、
診
断
書
の
様
式
も
異
な
る
た
め
、
職
員
が
丁

寧
に
ご
本
人
の
状
況
を
聴
取
し
、
基
準
に
該
当
す
る
可
能
性
が
あ
る
か

を
判
断
し
た
上
で
手
続
・
支
援
を
行
って
い
る
。

　
申
請
に
必
要
な
診
断
書
は
有
料
で
あ
り
、
重
度
の
要
介
護
者
の
方
が

受
診
す
る
に
は
大
変
な
ご
苦
労
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
受
診
し
て
、
仮

に
申
請
却
下
と
な
っ
た
場
合
、
多
大
な
負
担
が
発
生
す
る
こ
と
と
な
る
。

　
制
度
に
該
当
す
る
可
能
性
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
は
、
大

変
重
要
と
の
考
え
か
ら
、
特
別
障
害
者
手
当
の
制
度
や
認
定
基
準

の
概
要
に
つ
い
て
、
分
か
り
や
す
く
ま
と
め
た

チ
ラ
シ
を
作
成
し
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
る
。

□
そ
の
他
質
問
項
目

・
国
民
健
康
保
険
料
と
介
護
保
険
料
の

  

引
き
下
げ
を
求
め
る
。

・
就
学
援
助
制
度
の
周
知
を
。

子
ど
も
や
高
齢
者
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
高
砂
市
に
つ
い
て

大
西
　
由
紀

こ
れ
ま
で
何
年
も
、こ
ど
も
の
貧
困
対
策
の
学
習
支
援
に
つ

い
て
、何
回
も
全
国
や
県
内
等
の
事
例
を
紹
介
し
、高
砂
市

の
対
応
を
求
め
て
き
た
。早
急
に
対
応
を
求
め
た
い
。

こ
れ
ま
で
も
塾
型
や
家
庭
教
師
型
、
子
ど
も
の
居
場
所
で

あ
る
子
ど
も
食
堂
と
連
携
し
て
の
実
施
な
ど
、
子
ど
も
の

学
習
・
生
活
支
援
事
業
の
実
施
方
法
や
、
対
象
と
す
る
学
年

や
そ
の
属
す
る
世
帯
の
所
得
要
件
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
て

き
た
。

　
子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
係
る
取
組
み
を
総
合
的
、
か
つ
計
画

的
に
行
え
る
よ
う
、
関
係
部
署
で
構
成
す
る
子
ど
も
の
貧
困
対

策
検
討
会
に
お
い
て
、
子
ど
も
の
学
習
・
生
活
支
援
事
業
の
実

施
に
向
け
、
実
施
方
法
や
対
象
要
件
、
開
催
場
所
、
周
知
等
に

つ
い
て
検
討
を
行
っ
て
い
く
。

高
砂
市
も
予
算
や
人
材
を
確
保
し
て
、外
国
人
児
童
生
徒
へ

の
支
援
に
つ
い
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。今
後

の
高
砂
市
の
対
応
や
考
え
方
を
伺
う
。

令
和
５
年
度
か
ら
、
ま
ず
は
携
帯
型
多
言
語
翻
訳
機
を
導

入
し
、
児
童
生
徒
や
保
護
者
に
対
す
る
支
援
を
行
っ
て
い

く
予
定
で
あ
る
。
外
国
人
児
童
生
徒
の
、
日
本
語
の
習
得
状
況

に
応
じ
、
指
導
内
容
や
方
法
を
工
夫
し
、
進
路
を
見
据
え
た
指

導
や
支
援
を
行
え
る
体
制
づ
く
り
に
つ
い
て
、
他
市
町
の
取
組

も
参
考
に
し
て
研
究
し
て
い
く
。

　
日
本
語
指
導
員
の
人
材
確
保
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
市
長

部
局
と
協
議
を
進
め
て
い
く
。

　
今
後
も
各
学
校
へ
出
向
き
、
日
本
語
指
導
を
必
要
と
す
る
児

童
生
徒
の
状
況
や
課
題
の
把
握
に
努
め
て
い
く
。

大
塩
・
曽
根
線
や
高
須
・
松
村
線
な
ど
の
都
市
計
画
道
路

の
実
現
に
向
け
た
積
極
的
な
取
り
組
み
と
渋
滞
が
慢
性
化

し
て
い
る
国
道
・
県
道
・
市
道
の
拡
幅
と
右
折
レ
ー
ン
設
置
な

ど
の
交
差
点
改
良
を
計
画
的
に
整
備
す
る
こ
と
で
、
生
活
道
路

な
ど
へ
の
迂
回
車
両
の
減
少
に
繋
げ
る
べ
き
だ
が
、
市
の
考
え

方
を
問
う
。

大
塩
・
曽
根
線
に
つ
い
て
は
、
播
磨
臨
海
地
域
道
路
と
ど

の
よ
う
に
連
絡
さ
せ
る
の
か
、
高
須
・
松
村
線
と
海
岸
線

の
整
備
に
つ
い
て
は
、
播
磨
臨
海
地
域
道
路
と
同
時
に
整
備
で

き
る
よ
う
、
県
及
び
姫
路
市
と
協
議
を
行
っ
て
い
く
。

　
生
活
道
路
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
沿
道
に
お
住
ま
い
の
方
々

と
共
に
路
線
ご
と
の
必
要
性
を
精
査
し
、
安
全
対
策
に
も
配
慮

し
な
が
ら
整
備
を
推
進
し
た
い
。

旧
市
街
地
に
は
狭
あ
い
道
路
と
共
に
、
道
幅
１
ｍ
ほ
ど
の

通
路
も
存
在
し
、
経
年
劣
化
で
舗
装
が
傷
み
、
高
齢
者
の

外
出
時
や
雨
水
排
水
に
も
支
障
が
出
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
通
路
に
つ
い
て
も
定
期
的
な
点
検
と
舗
装
再
整

備
を
計
画
的
に
進
め
て
は
ど
う
か
。

狭
あ
い
道
路
の
拡
幅
に
つ
い
て
は
、
建
て
替
え
の
際
に
道

路
後
退
用
地
の
寄
附
の
協
力
を
お
願
い
し
て
お
り
、
寄
附

の
申
出
を
受
け
た
箇
所
は
、
市
が
測
量
と
道
路
整
備
を
行
っ
て

い
る
。

　
引
き
続
き
、
狭
あ
い
道
路
の
沿
道
に
対
す
る
啓
発
を
行
い
、

道
路
が
拡
幅
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
利
便
性
や
安
全
性
の
向
上
を

周
知
し
、
協
力
依
頼
を
行
っ
て
い
く
。

　
ま
た
、
舗
装
の
傷
み
な
ど
に
つ
い
て
市
民
か
ら
要
望
・
意
見

等
が
あ
れ
ば
、
現
地
調
査
を
行
い
、
周
辺
状
況
や
交
通
量
な
ど

を
考
慮
し
、
必
要
性
を
検
討
し
た
上
で
効
率
的
な
補
修
や
整
備

を
行
い
、
安
全
に
通
行
で
き
る
道
路
維
持
管
理
を
行
っ
て
い
く
。

問問 答答 安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の

道
路
網
整
備
に
つ
い
て

藤
森
　
　
誠
　

問問 答答 子
ど
も
・
子
育
て
学
習
支
援

に
つ
い
て
　ほ
か

鈴
木
　
利
信

問問 答答
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信しておりますので、ぜひご覧ください。

本会議・委員会をインターネットで放映中！

ライブ中継はこちらから
ご覧になれます。
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3月定例会では、構成員が2人以上の会派ごとに、議員が各会派を代表して、市長の施政方針や予算編成方針等に
対して質問をします。
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市民のみなさまに親しまれ、身近に感じていただけるよう、
年5回（1月、5月、7月、10月、12月）発行する
高砂市議会だよりの表紙写真を募集します。
応募方法など詳しくは、高砂市議会のホームページをご覧ください。
右のQRコードを読み込むことでご覧いただけます。
問い合わせ先：議会事務局 443-9061

ぜひ、ご応募ください！

「高砂市議会だより」の表紙写真を募集します

編集●市議会だより編集委員会

高砂市高砂市 TAKASAGOTAKASAGO
2023

第 222号 2023 年（令和 5年）6月 https://www.city.takasago.lg.jp/

3月
定例会号議会だより議会だより 議会報告会を行いました

令和５年１月２９日に各常任委員会の活動状況について議会報告会を行いました。テーマは次のとおりです。
●総務常任委員会「公共施設等総合管理計画について」
●文教厚生常任委員会「公共施設等総合管理計画の中からスポーツ施設等について」
●建設環境経済常任委員会
  「脱炭素社会に向けた取組み及び水道事業の安定経営に向けた取組みについて」
動画共有サイト「YouTube」を利用して議会報告会を配信しています。
ぜひご覧ください。

詳しい日程は後日、高砂市議会ホームページにてお知らせいたします。

6月19日（月）開会予定です6月定例会は

本会議・委員会はどなたでも傍聴できます｡

日程その他詳しいことは

議会事務局 （Tel 443-9061）までお問合せください。

議会報告会TopicsTopics

３月定例会の日程 2月22日～3月27日（34日間）
2月22日

24・27日
　    28日
3月  1日
　　 2日
　　 3日
　　 6日

7～10日
13・14日
15・16日
17・20日
22～24日
27日

開会、
市長の施政方針並びに提案理由の説明
質疑（補正関係分）
委員会審査（補正関係分）
委員会審査（補正関係分）
委員長報告、討論採決（補正関係分）
諸報告（中期財政計画、定員適正化計画）
代表質問

鹿嶋神社／時本圭子氏撮影

質疑（当初関係分）
質疑（当初関係分）
一般質問
委員会審査（当初関係分）
委員会審査（当初関係分）
委員長報告、討論採決（当初関係分）、
質疑、討論採決（追加提案）、
閉会

令和5年度当初予算を可決！

募集中募集中
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